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〈金光明経〉漢訳諸本の翻訳と伝承に関する諸問題

〈
金
光
明
経
〉
漢
訳
諸
本
の
翻
訳
と
伝
承
に
関
す
る
諸
問
題

―
史
伝
・
経
録
類
に
み
え
る
記
述
を
中
心
と
し
て

―*

宮
崎
　
展
昌

一
、
は
じ
め
に
―
本
稿
の
目
的
と
方
法
―

中
期
大
乗
経
典
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
〈
金
光
明
経
〉（Skt.: Suvarṇaprabhāsa / Suvarṇa(pra)bhāsottam

a sūtrendra rāja

）
に
は
、
次
の

三
種
の
漢
訳
経
典
の
現
存
が
知
ら
れ
る
。

•
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』（
四
巻
本
、
大
正
六
六
三
番
）
…
五
世
紀
前
半
、
北
涼
に
て
訳
出

•
宝
貴
合
『
合
部
金
光
明
経
』（
八
巻
本
、
大
正
六
六
四
番
）
…
六
世
紀
末
、
隋
代
に
編
纂

•
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
十
巻
本
、
大
正
六
六
五
番
）
…
八
世
紀
は
じ
め
、
武
周
代
に
訳
出

最
初
の
漢
訳
本
と
さ
れ
る
曇
無
讖
訳
が
五
世
紀
前
半
に
訳
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、〈
金
光
明
経
〉
と
い
う
大
乗
経
典
が
編
纂
さ
れ
、
成
立

し
た
の
は
お
よ
そ
四
世
紀
ご
ろ
と
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
世
紀
は
じ
め
に
訳
出
さ
れ
た
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
以
下
『
最
勝
王
経
』

と
略
称
）
に
み
る
よ
う
に
、
同
経
は
徐
々
に
増
広
さ
れ
て
、
義
浄
訳
に
含
ま
れ
る
陀
羅
尼
の
数
が
顕
著
に
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
密
教
の
影
響
を
次
第
に
受
け
て
、
い
わ
ゆ
る
密
教
的
要
素
を
多
く
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る）

1
（

。
な
お
、
右
の

〈
金
光
明
経
〉
漢
訳
本
三
種
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
現
存
の
ネ
パ
ー
ル
系
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
本
（
ノ
ー
ベ
ル
刊
本
）
と
比
較
す
る
形
で
本
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稿
末
尾
に
比
較
対
照
表
を
掲
げ
て
お
く）

2
（

。

本
稿
で
扱
う
、〈
金
光
明
経
〉
漢
訳
諸
本
に
関
す
る
問
題
は
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、『
最
勝
王
経
』
に
先
行
す
る
漢

訳
諸
本
に
つ
い
て
、
そ
の
訳
出
・
編
纂
事
情
や
流
伝
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
史
伝
や
経
録
類
に
お
け
る
記
述
を
中
心
に
整
理
・
調
査
す

る
こ
と
を
試
み
る
。
あ
わ
せ
て
、
義
浄
訳
『
最
勝
王
経
』
に
つ
い
て
は
、
同
本
の
訳
出
状
況
を
つ
た
え
る
経
録
類
の
記
述
や
訳
場
列
位
に

つ
い
て
改
め
て
紹
介
し
、
本
稿
と
関
連
す
る
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
発
表
さ
れ
た
他
の
論
考
二
篇
と
も
連
絡
を
図
り
た
い
。

第
一
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、『
最
勝
王
経
』
よ
り
前
の
〈
金
光
明
経
〉
漢
訳
諸
本
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
か

ら
、
次
節
以
降
の
具
体
的
な
調
査
・
検
討
に
移
り
た
い
と
思
う
。

こ
の
第
一
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、『
合
部
金
光
明
経
』（
以
下
『
合
部
』
と
略
称
）
の
編
纂
過
程
に
関
す
る
問
題
に
集
約
で
き
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
第
三
節
で
も
詳
し
く
見
て
い
く
よ
う
に
、
隋
代
に
宝
貴
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
伝
わ
る
『
合
部
』
は
、
先
行
す
る
曇
無
讖

訳
四
巻
本
お
よ
び
真
諦
に
よ
る
訳
出
部
分
、
耶
舍
崛
多
の
訳
出
部
分
、
そ
し
て
闍
那
崛
多
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
部
分
を
統
合
・
編
纂
し

て
で
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
編
輯
経
典
」
で
あ
る）

3
（

。
一
方
で
、『
合
部
』
そ
の
も
の
は
、
独
立
単
行
経
典
で
あ
る
〈
金
光
明
経
〉
に
対
応
す
る

漢
訳
経
典
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
大
乗
経
典
に
関
し
て
は
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
内
容
が
拡
充
さ
れ
て
い
く
「
増
広
」
と
い
う
現
象
が

広
く
知
ら
れ
、
中
国
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
、
翻
訳
者
そ
れ
ぞ
れ
が
典
籍
全
体
を
訳
出
し
、
複
数
の
漢
訳
本
が
残
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ

の
増
広
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、『
合
部
』
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

、
翻
訳
者
・
編
纂
者
ら
が
既
存
の
漢
訳
本
と
新

た
に
入
手
し
え
た
イ
ン
ド
語
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
て
、
新
た
に
増
広
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
み
を
訳
出
し
、
そ
れ
ら
を
既
存
の
も
の
に
付
加
し

て
い
く
と
い
う
方
式
で
生
み
出
さ
れ
た
、
か
な
り
特
殊
な
漢
訳
経
典
と
言
え
る）

4
（

。
そ
の
よ
う
な
『
合
部
』
に
つ
い
て
は
、
曇
無
讖
訳
や
義

浄
訳
に
比
べ
て
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
特
殊
と
も
い
え
る
、
そ
の
編
纂
過
程

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る）

5
（

。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
合
部
』
の
編
纂
過
程
や
そ
の
背
景
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
、
同
漢
訳
経
典
成
立
の
前
提
と
な
っ
た
、
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曇
無
讖
訳
四
巻
本
と
そ
れ
と
関
連
が
深
い
真
諦
訳
と
さ
れ
る
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
の
訳
出
と
流
伝
の
状
況
に
つ
い
て
、
史
伝
・
経
録
類

や
経
序
な
ど
の
記
述
か
ら
検
討
す
る
。
そ
れ
に
付
随
す
る
問
題
と
し
て
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
つ
い
て
、
版
本
大
蔵
経
諸
本
に
お
い
て
出

入
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
（
以
上
、
第
二
節
）
。
つ
い
で
、『
合
部
』
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
訳
出
状
況
を
記
し
た
経
序
お

よ
び
そ
れ
に
類
す
る
経
録
類
の
記
述
を
確
認
し
て
の
ち
、
耶
舍
崛
多
訳
と
さ
れ
る
五
巻
本
や
闍
那
崛
多
に
よ
る
訳
出
部
分
に
関
す
る
流
伝

の
問
題
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
訳
経
者
ら
と
『
合
部
』
編
纂
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
（
以
上
、
第
三
節
）
。

〈
金
光
明
経
〉
の
漢
訳
諸
本
に
関
す
る
訳
出
や
伝
承
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
藤
谷
﹇
二
〇
〇
四
﹈
に
よ
っ
て
も
扱
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も

整
理
、
検
討
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
た
だ
し
、
同
論
で
は
、
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
注
釈
書
に
も
と
づ
く
か
た
ち
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
試

み
る
よ
う
な
、
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
史
伝
・
経
録
類
の
記
述
に
直
接
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
調
査
、
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
現
在
は
、
そ
れ
ら
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
史
伝
・
経
録
類
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
可
能
で
あ
り
、
大
正
蔵
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

も
活
用
す
る
こ
と
で）

7
（

、
特
定
の
典
籍
に
お
け
る
言
及
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
確
度
を
も
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
批

判
的
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
〈
金
光
明
経
〉
漢
訳
諸
本
の
訳
出
お
よ
び
伝
承
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に

つ
い
て
、
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
、
史
伝
・
経
録
類
に
見
え
る
記
述
を
中
心
に
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
扱
う

経
録
類
に
つ
い
て
は
次
の
表
一
の
と
お
り
で
あ
る）

8
（

。

二
、
曇
無
讖
訳
お
よ
び
真
諦
訳
の
訳
出
と
流
伝
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』
四
巻
本
、
お
よ
び
、
同
本
と
関
連
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
真
諦
訳
と
さ
れ
る
六
巻
あ
る
い
は
七

巻
本
に
つ
い
て
扱
う
。
特
に
、
後
者
は
『
合
部
』
編
纂
に
も
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
、
史
伝
・
経
録
類
に
お
け
る
、
右

の
両
経
に
関
す
る
訳
出
と
流
伝
の
記
述
を
洗
い
直
す
こ
と
で
、『
合
部
』
編
纂
に
つ
な
が
る
背
景
や
状
況
を
整
理
す
る
。
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表
一
　
本
稿
で
扱
う
経
録
類
一
覧

撰
者
・
タ
イ
ト
ル
（
別
名
、
通
称
）

王
朝
・
年
代

概
要
お
よ
び
特
色

僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』

梁
・
六
世
紀
初
頭

現
存
最
古
の
経
録
。
道
安
録
も
内
包

法
経
『
衆
経
目
録
』（
法
経
録
）

隋
・
五
九
四
年

既
存
の
経
録
に
も
と
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
標
準
目
録
（
＝
机
上
の
経
録
）

費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』（
長
房
録
）

隋
・
五
九
七
年

史
伝
と
経
録
を
組
み
わ
せ
た
も
の
、
撰
者
に
よ
る
「
創
作
」
も
多
分
に
含
む

彦
琮
『
衆
経
目
録
』（
仁
寿
録
、
彦
琮
録
）

隋
・
六
〇
二
年

長
安
・
大
興
善
寺
経
蔵
の
現
存
目
録

静
泰
『
衆
経
目
録
』（
静
泰
録
）

唐
・
六
六
三
年

長
安
・
大
敬
愛
寺
経
蔵
の
現
存
目
録

道
宣
『
大
唐
内
典
録
』（
内
典
録
）

唐
・
六
六
四
年

西
明
寺
の
現
存
目
録
含
む

明
佺
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』（
大
周
録
）

武
周
・
六
九
五
年

武
則
天
の
も
と
で
編
纂
さ
れ
た
経
録

智
昇
『
開
元
釈
教
録
』（
開
元
録
）

唐
・
七
三
〇
年

の
ち
に
大
蔵
経
の
標
準
目
録
と
さ
れ
る

円
照
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（
貞
元
録
）

唐
・
八
〇
〇
年

日
本
で
は
一
切
経
の
標
準
目
録
と
さ
れ
る

以
下
で
は
、
ま
ず
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
の
訳
出
お
よ
び
流
伝
を
め
ぐ
る
状
況
、
な
ら
び
に
、
曇
無
讖
訳
の
四
巻
本
に
真
諦
が
新
た
に
訳

出
し
た
部
分
を
加
え
た
と
さ
れ
る
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
の
伝
存
状
況
に
つ
い
て
、
史
伝
・
経
録
類
に
お
け
る
記
述
を
調
査
・
整
理
す
る

こ
と
で
、『
合
部
』
編
纂
前
の
両
経
の
伝
存
状
況
を
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
真
諦
訳
を
め
ぐ
る
訳
出
状
況
に
つ
い
て
も
、
同
訳
の
経
序
と
さ

れ
る
も
の
や
そ
れ
に
類
す
る
史
伝
・
経
録
類
に
お
け
る
記
述
を
紹
介
、
整
理
し
て
検
討
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
つ
い
て

の
版
本
大
蔵
経
諸
本
に
お
け
る
出
入
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
。

⑴
曇
無
讖
訳
四
巻
本
の
訳
出
お
よ
び
流
伝
に
関
す
る
記
録

経
録
類
に
お
け
る
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
つ
い
て
の
記
述
を
整
理
す
る
前
に
、
は
じ
め
に
、『
高
僧
伝
』
巻
二
「
訳
経
篇　

曇
無
讖
第

七
」
に
み
え
る
、
彼
の
訳
業
と
『
金
光
明
経
』
訳
出
に
関
す
る
記
述
を
確
認
す
る
。

「
…
讖
以
久
処
致
厭
、
乃
辞
往
罽
賓
、
齎
大
涅
槃
前
分
十
巻
幷
菩
薩
戒
経
・
菩
薩
戒
本
等
。
彼
国
多
学
小
乗
、
不
信
涅
槃
、
乃
東
適
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亀
茲
、
頃
之
、
復
進
到
姑
臧
、
止
於
伝
舎
。
…
（
中
略
）
…
河
西
王
沮
渠
蒙
遜
僣
拠
涼
土
、
自
称
為
王
、
聞
讖
名
、
呼
与
相
見
、
接

待
甚
厚
。
蒙
遜
素
奉
大
法
、
志
在
弘
通
、
欲
請
出
経
本
。
讖
以
未
参
土
言
又
無
伝
訳
、
恐
言
舛
於
理
、
不
許
即
翻
。
於
是
学
語
三
年
、

方
訳
写
初
分
十
巻
。
時
沙
門
慧
嵩
・
道
朗
独
歩
河
西
、
値
其
宣
出
経
蔵
、
深
相
推
重
、
転
易
梵
文
、
嵩
公
筆
受
。
道
俗
数
百
人
、
疑

難
縦
横
、
讖
臨
機
釈
滞
、
清
弁
若
流
、
兼
富
於
文
藻
、
辞
製
華
密
、
嵩
・
朗
等
更
請
広
出
諸
経
。
次
訳
大
集
・
大
雲
・
悲
華
・
地
持
・

優
婆
塞
戒
・
金
光
明
・
海
龍
王
・
菩
薩
戒
本
等
六
十
余
万
言
。
讖
以
涅
槃
経
本
品
数
未
足
、
還
外
国
究
尋
、
値
其
母
亡
、
遂
留
歳
余
。

後
於
于
闐
更
得
経
本
中
分
、
復
還
姑
臧
訳
之
。
後
又
遣
使
于
闐
尋
得
後
分
、
於
是
続
訳
為
三
十
三
巻
。
以
偽
玄
始
三
年
初
就
翻
訳
、

至
玄
始
十
年
十
月
二
十
三
日
三
袠
方
竟
、
即
宋
武
永
初
二
年
也
。
讖
云
「
此
経
梵
本
本
三
万
五
千
偈
、
於
此
方
減
百
万
言
。
今
所
出

者
、
止
一
万
余
偈
…
」 

（
大
正
五
〇
・
三
三
六
上
〜
中
）

「
讖
所
出
諸
経
至
元
嘉
中
方
伝
建
業
。
道
場
慧
観
法
師
、
志
欲
重
尋
涅
槃
後
分
、
乃
啓
宋
太
祖
資
給
遣
沙
門
道
普
、
将
書
吏
十
人
、

西
行
尋
経
。
至
長
広
郡
舶
破
傷
足
、
因
疾
而
卒
」（
大
正
五
〇
・
三
三
七
上
）

右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
曇
無
讖
の
訳
業
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
、
紛
れ
も
な
く
『
大
般
涅
槃
経
』
で
あ
る
。
彼
は
沮
渠
蒙
遜
が
支
配

す
る
北
涼
の
姑
臧
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
、
慧
嵩
と
道
朗
の
助
力
も
得
て
、
同
経
を
訳
出
し
、
そ
の
後
続
部
分
の
探
索
と
訳
出
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
続
け
た
（
波
線
部
）
。
そ
う
し
た
中
で
、『
大
集
経
』（
前
分
と
さ
れ
る
三
十
巻
分
）
や
『
大
雲
経
』『
悲
華
経
』
な
ど
と
と
も
に
、『
金
光

明
経
』
を
訳
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
典
籍
の
訳
出
に
も
慧
嵩
と
道
朗
の
両
名
が
携
わ
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
（
傍
線
部
）
。

ま
た
、
右
の
二
つ
目
の
引
用
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
曇
無
讖
が
訳
出
し
た
典
籍
群
は
、
元
嘉
年
間
（
四
二
四
〜
四
五
三
年
）
に
は
、
建
業
、

す
な
わ
ち
、
江
南
の
地
に
伝
播
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

9
（

。

次
に
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
関
す
る
訳
出
お
よ
び
流
伝
に
関
す
る
経
録
類
に
お
け
る
記
述
を
整
理
す
る
。
こ
こ
で
は
、
経
録
類
中
で
の

「
訳
出
」
と
「
流
伝
」
の
記
述
に
つ
い
て
分
類
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
経
録
類
で
は
、
当
該
典
籍
の
訳
出
に
ま
つ
わ
る
状
況
を
伝
え
る
「
伝

訳
」
の
記
述
と
、
衆
経
・
一
切
経
に
お
け
る
当
時
の
経
巻
の
伝
存
状
況
を
つ
た
え
る
、
現
存
目
録
や
入
蔵
録
は
分
け
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
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が
多
い
。
特
に
、
後
者
の
記
述
に
注
目
す
れ
ば
、
当
該
典
籍
が
当
時
の
衆
経
と
も
呼
ば
れ
た
一
切
経
、
大
蔵
経
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う

か
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
つ
い
て
の
、
経
録
類
に
お
け
る
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　
【
伝
訳
】
梁
・
僧
祐
撰
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
二
「
録
上　

新
集
経
論
録
第
一
」

「
金
光
明
経
四
巻
（
宋
元
明
本
、
宮
内
庁
本
は
こ
こ
で
「
玄
始
六
年
（
四
一
七
）
五
月
出
」
を
挿
入
）
…
（
中
略
）
…

右
十
一
部
、
凡
一
百
四
巻
、
晋
安
帝
時
、
天
竺
沙
門
曇
摩
讖
至
西
涼
州
、
為
偽
河
西
王
大
沮
渠
蒙
遜
訳
出
、
或
作
曇
無
讖
」

 

（
大
正
五
五
・
十
一
中
〜
下
）

②　
【
伝
訳
】
隋
・
費
長
房
撰
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
第
九
（
代
録
）

「
沙
門
曇
摩
讖　

二
十
四
部
」（
大
正
四
九
・
八
三
上
）

「
金
光
明
経
四
巻　
第
一
出
、
十
八
品
。

見
竺
道
祖
河
西
録

」（
大
正
四
九
・
八
四
中
）

③　
【
伝
訳
】
唐
・
道
宣
撰
『
大
唐
内
典
録
』
巻
第
三
「
歴
代
衆
経
伝
訳
所
従
録
第
一
之
三
」（
代
録
）「
北
涼
沮
渠
氏
伝
訳
仏
経
録
第

九
」

「
金
光
明
経
四
巻　
第
一
出
、
十
八
品
。

見
道
祖
河
西
録　

」（
大
正
五
五
・
二
五
五
下
）

④　
【
伝
存
】
武
周
・
明
佺
撰
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
第
三
「
大
乗
重
訳
経
目
巻
之
二
」

「
金
光
明
経
一
部
四
巻　
五
十

六
紙

右
北
涼
玄
始
年
沙
門
曇
無
讖
於
姑
臧
訳
。
見
長
房
録
」（
大
正
五
五
・
三
八
八
上
）

⑤　
【
伝
存
】
武
周
・
明
佺
撰
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
第
十
三
「
見
定
流
行
入
蔵
録
巻
上
」

「
金
光
明
経
一
部
四
巻　
六
十
六
紙

金
光
明
経
一
部
七）

10
（

巻　
或
八
巻
或
六
巻

一
百
五
十
紙
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右
二
経
十
一
巻
同
帙
」（
大
正
五
五
・
四
六
二
中
）

⑥　
【
伝
訳
】
唐
・
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
四
「
総
括
群
経
録
上
之
四
」（
代
録
）

「
金
光
明
経
四
巻　
初
出
一
十
八
品
、
見
竺
道
祖
河
西
録
及
僧
祐
録
与
新
訳
金
光
明

最
勝
王
経
等
同
本
。
今
入
八
巻
合
経
中
、
此
四
巻
者
在
刪
繁
録
」（
大
正
五
五
・
五
一
九
下
）

右
に
挙
げ
た
も
の
で
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
の
「
伝
存
」
に
関
す
る
記
述
は
、『
大
周
録
』
に
お
け
る
記
述
④
⑤
に
限
ら
れ
る
。
特
に
、
⑤

「
見
定
流
行
入
蔵
録
」
は
、
各
地
の
入
蔵
録
を
統
合
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
か
な
り
特
殊
な
入
蔵
録
で
あ
る
。
他
は
い
ず
れ
も
曇
無
讖
訳
の

「
伝
訳
」、
す
な
わ
ち
、
訳
出
状
況
に
関
す
る
記
事
で
あ
り
、
当
時
の
経
巻
の
伝
存
を
つ
た
え
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
四
巻
本
に
関
す

る
記
述
を
含
ま
な
い
の
で
右
に
は
掲
げ
て
い
な
い
が
、『
法
経
録
』『
仁
寿
（
彦
琮
）
録
』『
静
泰
録
』
と
い
っ
た
、
当
時
の
衆
経
（
一
切
経
）

目
録
で
、
経
巻
の
伝
存
を
つ
た
え
る
経
録
類
に
も
記
載
が
な
い
こ
と
は
注
意
し
た
い
。

以
上
見
て
き
た
経
録
類
の
記
述
に
お
い
て
は
、
曇
無
讖
訳
の
伝
訳
、
訳
出
状
況
を
伝
え
る
記
述
は
複
数
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
経
巻
の

伝
存
を
つ
た
え
る
記
述
は
一
部
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

⑵
曇
無
讖
訳
に
真
諦
訳
出
部
分
を
加
え
た
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
に
関
す
る
伝
存
の
記
録

次
に
、
経
録
類
に
お
け
る
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
真
諦
が
新
た
に
訳
出
し
た
部
分
を
加
え
た
と
み
ら
れ
る
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
に
関

す
る
「
伝
存
」
の
記
述
を
確
認
す
る
。
先
の
曇
無
讖
訳
四
巻
本
と
は
対
照
的
に
、
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
に
関
し
て
は
、「
伝
存
」
を
つ
た

え
る
記
述
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
経
録
類
に
確
認
で
き
る
。

•
隋
・
法
経
撰
『
衆
経
目
録
』
第
一
（
＝
既
存
の
経
録
を
ま
と
め
た
「
机
上
」
の
標
準
目
録
）

「
金
光
明
経
七
巻
北
涼
世
曇
無
讖
訳
、

後
三
巻
陳
時
真
諦
訳
」（
大
正
五
五
・
一
一
五
上
）

•
隋
・
彦
琮
撰
『
衆
経
目
録
』
第
一
（
＝
大
興
善
寺
経
蔵
の
現
存
目
録
）

「
金
光
明
経
六
巻
或
七

巻
　

北
涼
世
曇
無
讖
訳
、
後
三
巻
陳
時
真
諦
訳
」（
大
正
五
五
・
一
五
一
上
）
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•
唐
・
静
泰
撰
『
衆
経
目
録
』
第
一
（
＝
大
敬
愛
寺
経
蔵
の
現
存
目
録
）

「
金
光
明
経
六
巻
或
七
巻
八
巻
一

百
二
十
二
紙
　

北
涼
世
曇
無
讖
訳
、
後
三
巻
陳
時
真
諦
訳
」（
大
正
五
五
・
一
八
二
中
）

•
唐
・
道
宣
撰
『
大
唐
内
典
録
』
巻
第
六
「
歴
代
大
乗
蔵
経
翻
本
単
重
伝
訳
有
無
録
第
二
」（
＝
標
準
目
録
）

「
金
光
明
経
六
巻
或
七
巻
八
巻

一
百
一
十
五
紙
　

北
涼
曇
無
讖
訳
前
四
巻
、
後
三
巻
者
陳
時
真
諦
訳
」（
大
正
五
五
・
二
八
七
上
）

•
唐
・
道
宣
撰
『
大
唐
内
典
録
』
巻
第
八
「
見
入
蔵
録
第
三
」（
＝
西
明
寺
経
蔵
の
現
存
目
録
）

「
金
光
明
経
六
巻　

一
帙
」（
大
正
五
五
・
三
〇
三
中
）

右
に
掲
げ
た
も
の
は
い
ず
れ
も
「
伝
存
」
を
つ
た
え
る
記
述
で
あ
り
、
隋
代
か
ら
唐
代
に
至
る
経
録
類
で
一
貫
し
て
確
認
で
き
る
。（
た

だ
し
、『
開
元
録
』
に
お
け
る
記
述
に
つ
い
て
は
本
節
第
四
項
で
あ
つ
か
う
。）
加
え
て
、
先
の
⑤
『
大
周
録
』「
見
定
流
行
入
蔵
録
」
の
記
述
も
、

曇
無
讖
訳
の
四
巻
本
と
と
も
に
、
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
の
伝
存
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
右
に
掲
げ
た
経
録
類
で
は
、
曇
無

讖
訳
四
巻
本
の
伝
存
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
も
留
意
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
現
存
最
古
の
経
録
で
あ
る
『
出
三
蔵
記
集
』

に
つ
い
て
は
、
真
諦
が
活
躍
し
た
時
期
よ
り
も
撰
述
年
代
が
先
行
す
る
の
で
、
当
然
な
が
ら
、
そ
の
記
述
は
欠
く
。

前
項
お
よ
び
本
項
で
検
討
し
た
事
柄
を
ま
と
め
る
と
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
つ
い
て
は
、
経
録
類
に
お
い
て
、
衆
経
、
一
切
経
に
お
け

る
伝
存
を
つ
た
え
る
記
述
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
見
当
た
ら
な
い
の
に
対
し
、
曇
無
讖
訳
と
真
諦
に
よ
る
訳
出
部
分
と
が
合
わ
さ
っ
た

六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
の
伝
存
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
隋
代
以
降
、
経
録
類
に
ほ
ぼ
一
貫
し
て
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
衆
経
、

一
切
経
に
お
い
て
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
、
曇
無
讖
訳
の
四
巻
本
に
代
わ
っ
て
、
真
諦
訳
出
部
分
を
加
え
た
か
た
ち
の
六
巻
あ
る
い

は
七
巻
本
が
伝
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
、
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
次
節
で
も
詳
し
く
見
て
い
く
、『
合
部
』
八
巻
本
が
編
纂
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
そ
の
当
時
、
す
で
に
曇
無
讖
訳
と
真
諦
訳
が

組
み
合
わ
さ
っ
た
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
が
先
行
し
て
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
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は
、
次
節
で
も
見
る
『
合
部
』
八
巻
本
の
経
序
や
そ
れ
に
関
連
す
る
記
述
の
な
か
で
、
真
諦
訳
の
経
序
と
さ
れ
る
文
言
が
引
用
さ
れ
て
、

最
初
の
翻
訳
で
あ
る
曇
無
讖
訳
が
不
完
全
と
見
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
真
諦
に
よ
る
訳
出
部
分
が
付
加
さ
れ
て
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本

が
編
纂
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
流
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
『
合
部
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
合
部
』
成
立
の
背

景
・
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
当
時
、
す
で
に
曇
無
讖
訳
に
真
諦
訳
出
部
分
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
が
あ
る
程
度
先

行
し
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

⑶
真
諦
訳
出
部
分
の
翻
訳
に
関
す
る
記
述

本
項
で
は
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
と
真
諦
が
訳
出
し
た
部
分
を
組
み
合
わ
せ
た
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
に
つ
い
て
、
そ
の
訳
出
を
伝
え
る

記
述
に
つ
い
て
整
理
、
検
討
す
る
。

ま
ず
、
大
正
蔵
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
た
記
述
と
し
て
、
聖
語
蔵
経
巻
中
の

「
神
護
景
雲
経
」
と
さ
れ
て
き
た
経
巻
に
み
ら
れ
る）

11
（

、
真
諦
訳
本
の
経
序
と
さ
れ
る
「
金
光
明
経
序
」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
小
野
玄
妙
が
早
く
か
ら
注
目
し
、
そ
の
著
作
等
で
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が）

12
（

、
船
山
﹇
二
〇
一
九
﹈
で
は
、
後
で
も

紹
介
す
る
『
合
部
』
経
序
で
の
被
引
用
部
分
や
『
歴
代
三
宝
紀
』『
大
唐
内
典
録
』
に
み
え
る
並
行
す
る
記
述
と
詳
細
に
比
較
す
る
形
で
収

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
引
用
す
る）

13
（

。

「
曇
無
讖
法
師
云
、『
金
光
明
経
』、
篇
品
闕
漏
、
毎
尋
文
揣
義
、
謂
此
説
有
徴
、
而
讐
検
無
指
、
永
懐
寤
寐
。
梁
武
帝
愍
三
趣
之
輪

廻
、
悼
四
生
之
漂
被
、
汎
宝
舟
以
救
溺
、
秉
慧
炬
以
照
迷
。
大
同
中
、
扶
南
献
使
還
反
外
国
、
勅
直
後
苴
破
虜
監
張
記
等
、
随
往
扶

南
、
求
請
名
僧
及
大
乗
諸
論
『
雑
華
』
等
経
、
彼
国
乃
屈
西
天
竺
優
禅
尼
国
三
蔵
法
師
波
羅
末
他
、
梁
云
真
諦
、
幷
齎
経
論
、
恭
膺

帝
旨
。
法
師
遊
歴
諸
国
、
故
在
扶
南
、
風
神
爽
悟
、
悠
然
自
遠
、
群
蔵
淵
部
罔
不
研
究
。
太
清
元
年
、
始
入
京
邑
、
引
見
殿
内
。
武

皇
躬
申
頂
礼
、
於
宝
雲
供
養
、
欲
翻
経
論
。
寇
羯
憑
陵
、
大
法
斯
舛
、
国
難
夷
謐
。
僧
隠
始
得
諮
捒
法
師
、
経
目
果
闕
、「
三
身
分
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別
」「
業
障
滅
」「
陀
羅
尼
最
浄
地
」「
依
空
満
願
」
等
四
品
。
宿
昔
矇
惑
、
煥
若
披
雲
、
傾
身
半
偈
、
幸
聞
先
旨
、
折
骨
書
冩
、
踊

躍
甘
心
。
以
承
聖
二
年
二
月
廿
五
日
、
於
建
康
県
長
凡
里
楊
雄
宅
別
閣
道
場
、
仰
請
翻
文
。
以
三
月
二
十
日
、
乃
得
究
訖
。
法
師
在

都
稍
久
、
言
説
略
通
。
沙
門
慧
宝
洞
解
殊
語
、
伝
度
明
了
、
曾
无
擁
礙
。
菩
薩
戒
弟
子
蘭
陵
蕭
碏
字
純
臣
、
脱
略
栄
利
、
深
念
火
宅
、

絹
句
詮
旨
、
詳
審
无
遺
。
依
所
翻
経
本
。
次
第
以
為
七
巻
、
品
部
究
足
、
始
自
于
斯
、
文
号
経
王
、
義
称
深
妙
。
願
言
幽
顕
、
頂
戴

受
持
」

右
の
引
用
文
で
傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
真
諦
は
「
三
身
分
別
」「
業
障
滅
」「
陀
羅
尼
最
浄
地
」「
依
空
満
願
」
な
ど
の
四
品
を
新
た
に

訳
出
し
、
七
巻
本
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
引
用
文
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
曇
無
讖
は
、
訳
出
し
た
『
金
光
明
経
』
に
つ
い
て
「
篇
品
闕
漏
」
と
考
え
て
い
た
と
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
記
述
は
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、『
高
僧
伝
』
が
伝
え
る
、
曇
無
讖
が
生
涯
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
『
涅
槃
経
』
の
訳
出
と

探
索
、
そ
し
て
同
経
に
対
す
る
彼
の
思
い
と
混
同
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
金
光
明
経
』
四
巻
本
を
、
翻
訳
者
で
あ

る
曇
無
讖
自
身
が
不
完
全
で
あ
る
と
み
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
真
諦
訳
の
経
序
と
さ
れ
る
記
述
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
聖
語
蔵
経
巻
で
は
、
右
の
経
序
の
冒
頭
で
は
「
僧
隠
別
訳
」
と
さ
れ
、
そ
の
「
別
訳
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
や
や
不
分
明
で

あ
る
が
、
こ
の
経
序
の
著
者
は
「
僧
隠
」
で
あ
る
と
、
小
野
は
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
小
野
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
真
諦
訳
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
の
訳
出
年
代
や
そ
の
状
況
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
右
に
引
用

し
た
聖
語
蔵
経
巻
所
収
の
経
序
と
は
記
述
が
若
干
異
な
る
も
の
が
、
次
の
よ
う
に
史
伝
・
経
録
類
に
確
認
で
き
る
。

•『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
第
十
一
（
代
録
）

「
金
光
明
経
七
巻　

承
聖
元
年
於
揚
州
正
観
寺
及
揚
雄
宅
出
、
即
第
二
訳
与
涼
世）

14
（

曇

無
讖
所
出
者
四
品
全
別
。
又
広
寿
量
品
、
後
慧
宝
伝
、
蕭
梁
筆
受
」（
大
正
四
九
・
九
八
下
）

•
唐
・
道
宣
『
続
高
僧
伝
』
巻
第
一）

15
（
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〈金光明経〉漢訳諸本の翻訳と伝承に関する諸問題

「
真
諦
遠
聞
行
化
儀
軌
聖
賢
、
捜
選
名
匠
、
恵
益
民
品
。
彼
国
乃
屈
真
諦
、
幷
齎
経
論
、
恭
膺
帝
旨
、
既
素
蓄
在
心
、
渙
然
聞
命
、

以
大
同
十
二
年
八
月
十
五
日
達
于
南
海
。
沿
路
所
経
、
乃
停
両
載
。
以
太
清
二
年
閏
八
月
、
始
届
京
邑
、
武
皇
面
申
頂
礼
、
於
宝
雲

殿
竭
誠
供
養
。
諦
欲
伝
翻
経
教
、
不
羨
秦
時
、
更
出
新
文
有
逾
斉
日
、
属
道
銷
梁
季
、
寇
羯
憑
陵
、
法
為
時
崩
、
不
果
宣
述
、
乃
歩

入
東
土
。
又
往
富
春
令
陸
元
哲
、
創
奉
問
津
、
将
事
伝
訳
、
招
延
英
秀
。
沙
門
宝
瓊
等
二
十
余
人
、
翻
十
七
地
論
、
適
得
五
巻
、
而

国
難
未
静
、
側
附
通
伝
。
至
天
保
三
年
、
為
侯
景
請
、
還
在
台
供
養
。
于
斯
時
也
、
兵
饑
相
接
、
法
幾
頽
焉
。
会
元
帝
啓
祚
承
聖
清

夷
、
乃
止
于
金
陵
正
観
寺
、
与
願
禅
師
等
二
十
余
人
、
翻
金
光
明
経
、
三
年
二
月
、
還
返
予
章
」（
大
正
五
十
・
四
二
九
下
）

•『
大
唐
内
典
録
』
巻
第
四
「
歴
代
衆
経
伝
訳
所
従
録
第
一
之
四
」（
代
録
）

「
金
光
明
経
七
巻 

承
聖
元
年
於
正
観
寺
及
楊
雄
宅
出
、
是
第

二
訳
。
与
涼
世）

16
（

曇
無
讖
出
者
、
全
長
四
品
」（
大
正
五
五
・
二
六
六
上
）

•『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
第
三
「
大
乗
重
訳
経
目
巻
之
二
」（
標
準
目
録
）

「
金
光
明
経
一
部
七
巻
或
八
巻
、
或
六
巻
、

一
百
一
十
五
紙 

右
梁
世
承
聖
元
年
沙
門
真
諦
、
於
正
観
寺
及
楊
雄
宅
訳
。
見
長
房
録
」（
大
正
五
五
・
三
八
八
上
〜
中
）

•『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
六
「
総
括
群
経
録
上
之
六
」（
代
録
）
＝
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
巻
第
九
（
大
正
五
五
・
八
三
六
中
）

「
金
光
明
経
七
巻　
或
六
巻
、
二
十
二
品
。
承
聖
元
年
於
正
観
寺
及
楊
雄
宅
出
。
涼
世
無
讖
出
四
巻

者
有
十
八
品
、
真
諦
更
出
四
品
、
足
前
成
二
十
二
分
、
為
七
巻
。
今
在
刪
繁
録
」（
大
正
五
五
・
五
三
八
上
）

先
に
引
用
し
た
、
聖
語
蔵
経
巻
に
み
え
る
経
序
で
は
、「
承
聖
二
（
五
五
三
）
年
二
月
二
十
五
日
」
か
ら
同
年
の
「
三
月
二
十
日
」
ま
で

の
間
に
「
楊
雄
宅
別
閣
道
場
」
に
て
、
沙
門
慧
宝
や
在
家
信
者
の
蘭
陵
蕭
碏
に
助
け
ら
れ
る
か
た
ち
で
、
真
諦
は
『
金
光
明
経
』
を
訳
出

し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
翻
訳
を
補
助
し
た
二
名
に
つ
い
て
は
、『
歴
代
三
宝
紀
』（
波
線
部
）
に
も
見
え
る
が
、
他
の
史
伝
・
経
録
類
に
は
確

認
で
き
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
右
で
引
用
し
た
史
伝
・
経
録
類
の
多
く
で
は
、「
承
聖
元
（
五
五
二
）
年
」
に
「
正
観
寺
及
楊
雄
宅
」
に
お
い
て
訳
出

し
た
と
す
る
。
年
代
は
一
年
相
違
し
、
経
序
に
は
見
え
な
い
、「
正
観
寺
」
と
い
う
場
所
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
続
高
僧
伝
』
で
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は
、
訳
出
年
代
へ
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、「
願
禅
師
等
二
十
余
人
」
と
と
も
に
訳
出
し
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

史
伝
・
経
録
類
の
記
述
と
先
の
経
序
で
は
、
右
の
よ
う
な
相
違
点
が
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ
が
正
確
な
も
の
を
記
し
て
い
る
の
か
は

現
時
点
で
は
判
然
と
し
な
い）

17
（

。

ま
た
、
史
伝
・
経
録
類
で
は
、
真
諦
は
自
ら
が
新
た
に
訳
出
し
た
部
分
に
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
「
七
巻
本
」
と
し

た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
歴
代
三
宝
紀
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
真
諦
が
「
寿
量
品
」
を
拡
充
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
（
波
線
部
）
、
先
に
引
用
し
た
経
序
に
続
く
、
聖
語
蔵
経
巻
の
巻
一
「
寿
量
品
」
に
、
現
行
の
『
合
部
』
に
は
見
え
な
い
文
言
が
確
認
で

き
、
そ
れ
ら
が
、
真
諦
に
よ
っ
て
増
広
さ
れ
た
部
分
に
対
応
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る）

18
（

。

⑷
版
本
大
蔵
経
諸
本
で
の
曇
無
讖
訳
四
巻
本
の
出
入

本
項
で
は
、
ま
ず
、『
開
元
釈
教
録
』
に
お
い
て
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
お
よ
び
真
諦
訳
出
部
分
を
加
え
た
七
巻
本
（
あ
る
い
は
六
巻
本
）
が

「
不
入
蔵
」
と
さ
れ
る
記
述
を
確
認
す
る
。

•「
唐
・
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
七
「
別
録
中
刪
略
繁
重
録
第
四
」

「
新
括
出
合
入
大
部
経
五
十
二
部
一
百
四
十
一
巻
（
中
略
）

金
光
明
経
四
巻
一
十

八
品　

北
涼
三
蔵
曇
無
讖
訳

金
光
明
経
七
巻
二
十
二
品
、

或
六
巻　

　

陳
三
蔵
真
諦
全
訳
四
品
合
成
七
巻

金
光
明
経
更
広
寿
量
大
弁
陀
羅
尼
経

五
巻
、
続
四
巻
本　

周
宇
文
氏
三
蔵
耶
舎
崛
多
続
寿
量
大
弁
二
品

右
隋
興
善
寺
沙
門
宝
貴
取
前
三
本
及
闍
那
崛
多
所
訳
銀
主
・
嘱
累
二
品
、
総
二
十
四
品
、
合
成
八
巻
。
前
之
三
本
並
合
入
中
、

一
無
増
減
、
其
八
巻
成
者
留
之
入
蔵
、
上
之
三
本
既
重
故
略
」

•
唐
・
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
二
十
「
入
蔵
録
巻
下
」
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〈金光明経〉漢訳諸本の翻訳と伝承に関する諸問題

「
金
光
明
経
四
巻
一
十

八
品

金
光
明
経
七
巻
或
六
巻
二

十
二
品

右
二
部
一
十
一
巻
、
与
蔵
中
八
巻
者
文
句
不
異
。
其
八
巻
本
、
品
数
備
足
、
故
留
入
蔵
、
此
二
皆
闕
、
故
不
存
之
其
八
巻
本
有

二
十
四
品

」

右
の
二
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
刪
略
繁
重
録
」
と
「
入
蔵
録
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、『
合
部
』
八
巻
本
が
入
蔵
す
る

が
、
そ
の
『
合
部
』
と
は
文
言
が
異
な
ら
ず
、
重
複
す
る
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
お
よ
び
曇
無
讖
訳
本
に
真
諦
訳
出
部
分
を
加
え
た
七
巻
本

（
あ
る
い
は
六
巻
本
）
は
「
不
入
蔵
」
と
す
る
。
次
節
で
も
見
る
『
合
部
』
の
編
纂
事
情
お
よ
び
他
の
二
経
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

る
。右

に
引
用
し
た
『
開
元
録
』
は
、
宋
・
元
代
に
、
中
国
で
製
作
さ
れ
た
版
本
大
蔵
経
が
も
と
づ
く
標
準
目
録
と
さ
れ
、
実
際
、
宋
・
元

代
に
つ
く
ら
れ
た
版
本
大
蔵
経
諸
本
に
は
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
お
よ
び
曇
無
讖
訳
に
真
諦
訳
出
部
分
を
加
え
た
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
代
に
な
っ
て
、
そ
の
編
成
が
大
き
く
見
直
さ
れ
た
永
楽
南
蔵
に
お
い
て
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
が
単
行
経

典
と
し
て
入
蔵
し
（「
食
」
帙
）
、
そ
れ
以
降
、
永
楽
北
蔵
、
嘉
興
蔵
、
龍
蔵
に
も
四
巻
本
は
単
行
経
典
と
し
て
含
ま
れ
る
（「
化
」
帙
）
。

特
に
、
曇
無
讖
訳
を
新
た
に
追
加
し
た
永
楽
南
蔵
に
含
ま
れ
る
同
本
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
特
殊
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
次
ペ
ー
ジ
の
図
一
で
示
し
た
よ
う
に
、
科
段
な
ど
を
示
す
冠
註
を
備
え
た
か
た
ち
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
大
正
蔵
に
含
ま
れ
る
宋
代

の
経
序
お
よ
び
「
懺
悔
滅
罪
伝
」、
大
正
蔵
に
は
含
ま
れ
な
い
感
応
記
三
種
も
含
む）

19
（

。
お
そ
ら
く
、
永
楽
南
蔵
所
収
本
は
、
当
時
の
流
布

版
（
街
版
）
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
蔵
経
の
一
部
と
し
て
正
式
に
製
版
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
北
蔵
以
降
は
、
他
の
経

巻
同
様
の
版
式
に
整
え
ら
れ
て
、
経
序
以
外
の
記
述
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
現
在
研
究
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
大
正
蔵
で
は
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
は
単
行
経
典
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
高

麗
蔵
再
雕
本
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
再
雕
本
で
は
、
宋
代
に
新
た
に
訳
出
さ
れ
た
諸
典
籍
を
追
加
し
て
雕
造
し
た
「
追
雕
分
」
の

「
精
」
帙
に
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
再
雕
本
で
は
、
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』
四
巻
本
の
前
後
は
、
い
ず
れ
も
宋
代
に
新
た
に
訳
出
さ
れ
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た
典
籍
で
あ
り
、
追
雕
分
の
な
か
で
も
同
本
の
み
訳
出
年
代
が
大
き
く
異
な
り
、
そ
こ

に
組
み
込
ま
れ
た
経
緯
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
同
時
に
、
再
雕
本
の
巻
三
を
の
ぞ
い
て
、

通
常
巻
末
に
見
ら
れ
る
定
型
的
な
刊
記
の
「
甲
辰
歳
高
麗
国
（
分
司
）
大
蔵
都
監
奉
勅

彫
造
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
も
不
審
な
点
で
あ
り
、
同
本
が
中
国
よ
り
伝
わ
っ
た
版
本

を
底
本
と
し
て
開
板
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
う
か
が
わ
せ
る
。
可
能
性
と
し

て
は
、
当
時
同
国
で
流
布
し
て
い
た
写
本
か
版
本
を
も
と
に
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
高
麗
蔵
再
雕
本
末
尾
の
「
嘱
累
品
第
十
九
」
は
、
再
雕

本
お
よ
び
大
正
蔵
の
み
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
経
録
類
で
も
一
貫
し
て
曇
無
讖
訳

は
「
十
八
品
」
と
さ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
付
け
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る）

20
（

。

中
国
で
は
明
代
に
な
っ
て
、
朝
鮮
半
島
で
は
高
麗
蔵
再
雕
本
の
追
雕
分
と
し
て
、
曇

無
讖
訳
四
巻
本
が
単
行
経
典
と
し
て
、
改
め
て
版
本
大
蔵
経
に
加
え
ら
れ
た
事
情
、
背

景
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
、
同
訳
に
対
し
て
、
天
台
智
顗
を
は
じ
め
と
し

て
、
中
国
に
お
い
て
は
数
多
く
の
注
釈
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
中
国
天
台
宗
で

は
後
世
ま
で
同
経
を
重
視
す
る
伝
統
が
続
き
、
ま
た
、
同
経
に
よ
る
金
光
明
懺
法
と
い

う
実
践
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る）

21
（

。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
は
、
衆
経
、
一
切
経
に
お
い
て
は
、
比
較
的
早

く
に
真
諦
訳
を
追
加
し
た
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
り
、『
開
元

録
』
で
は
「
不
入
蔵
」
と
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
伝

統
的
に
重
視
さ
れ
、
実
際
に
も
重
用
さ
れ
続
け
た
こ
と
で
、
の
ち
に
、
版
本
大
蔵
経
で

図
一
　「
中
華
大
蔵
経
」
所
収
の
永
楽
南
蔵
本

『
金
光
明
経
』
四
巻
本
の
巻
一
冒
頭
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は
単
行
経
典
と
し
て
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
で
は
、『
開
元
録
』
を
う
け
た
『
貞
元
録
』
に
よ
っ
て
写
本
一
切
経
が
整
備
さ
れ
た
の
で
、
宋
・
元
代
の
版
本
大
蔵
経

同
様
、
日
本
に
伝
わ
る
写
本
一
切
経
諸
本
で
は
曇
無
讖
訳
四
巻
本
は
、
基
本
的
に
「
不
入
蔵
」
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る）

22
（

。
た
だ
し
、
日
本

で
も
曇
無
讖
訳
四
巻
本
は
全
く
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
平
安
期
以
降
も
継
続
し
て
用
い
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る）

23
（

。
三
、『
合
部
金
光
明
経
』
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て

本
節
で
は
、
隋
代
に
編
纂
さ
れ
た
宝
貴
合
『
合
部
金
光
明
経
』（『
合
部
』
と
略
称
）
に
つ
い
て
、
そ
の
編
纂
事
情
や
背
景
な
ど
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
同
経
の
経
序
や
経
録
類
な
ど
に
お
け
る
記
述
に
つ
い
て
、
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

⑴
﹃
合
部
金
光
明
経
﹄
の
編
纂
・
成
立
に
関
す
る
記
事
―
経
序
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
記
述

『
合
部
』
の
経
序
は
大
正
蔵
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
同
経
の
訳
出
状
況
を
伝
え
る
最
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す
る
。

「
金
光
明
経
者
、
教
窮
満
字
、
金
鼓
撃
於
夢
中
、
理
極
真
空
、
宝
塔
踊
於
地
上
、
三
身
果
備
、
酬
昔
報
之
無
虧
、
十
地
因
円
、
顕
曩

修
之
具
足
、
所
以
経
王
之
号
、
得
称
於
斯
、
将
知
能
弘
賛
人
、
其
位
難
量
者
也
。
大
興
善
寺
沙
門
釈
宝
貴
者
即
近
周
世
道
安
神
足
、

伏
膺
明
匠
、
寔
曰
良
才
、
翫
閲
群
経
、
未
嘗
釈
手
、
可
謂
瞿
曇
身
子
、
孔
氏
顔
渕
者
焉
。
然
貴
覩
昔
晋
朝
沙
門
支
敏
度
合
両
支
・
両

竺
・
一
白
五
家
首
楞
厳
五
本
為
一
部
、
作
八
巻
、
又
合
一
支
・
両
竺
三
家
維
摩
三
本
為
一
部
作
五
巻
、
今
沙
門
僧
就
又
合
二
讖
・
羅

什
・
耶
舎
四
家
大
集
四
本
為
一
部
、
作
六
十
巻
。
非
止
収
涓
添
海
、
亦
是
聚
芥
培
山
、
諸
此
合
経
、
文
義
宛
具
、
斯
既
先
哲
遺
蹤
。

貴
遂
依
承
以
為
規
矩
、
而
金
光
明
見
有
三
本

：

初
在
涼
世
有
曇
無
讖
訳
為
四
巻
、
止
十
八
品
。
其
次
周
世
闍
那
崛
多
訳
為
五
巻
、
成

二
十
品
。
後
逮
梁
世
真
諦
三
蔵
於
建
康
訳
三
身
分
別
・
業
障
滅
・
陀
羅
尼
最
浄
地
・
依
空
満
願
等
四
品
、
足
前
出
没
為
二
十
二
品
。



― 22 ―

其
序
果
云
「
曇
無
讖
法
師
称

：

金
光
明
経
篇
品
闕
漏
、
毎
尋
文
揣
義
、
謂
此
説
有
徴
、
而
讐
校
無
指
、
永
懐
寤
寐
」
宝
貴
毎
歎
此
経

秘
奥
、
後
分
云
何
、
竟
無
嘱
累
旧
雖
三
訳
本
疑
未
周
、
長
想
梵
文
、
願
言
逢
遇
。
大
隋
馭
寓
、
新
経
即
来
、
帝
勅
所
司
相
続
翻
訳
、

至
開
皇
十
七
年
、
法
席
小
間
、
因
勧
請
北
天
竺
揵
陀
羅
国
三
蔵
法
師
、
此
云
志
徳
、
重
尋
後
本
、
果
有
嘱
累
品
、
復
得
銀
主
陀
羅
尼

品
、
故
知
法
典
源
散
、
派
別
条
分
、
承
注
末
流
、
理
難
全
具
、
頼
三
蔵
法
師
、
慧
性
冲
明
、
学
業
優
遠
、
内
外
経
論
多
所
博
通
、
在

京
大
興
善
寺
即
為
翻
訳
、
幷
前
先
出
合
二
十
四
品
、
写
為
八
巻
、
学
士
成
都
費
長
房
筆
受
、
通
梵
沙
門
日
厳
寺
釈
彦
琮
校
練
、
宝
珠

既
足
、
欣
躍
載
深
、
願
此
法
灯
、
伝
之
永
劫
」（
大
正
十
六
・
三
五
九
中
〜
下
）

さ
ら
に
、
右
の
『
合
部
』
経
序
と
相
似
し
た
記
述
が
、『
歴
代
三
宝
紀
』
と
『
大
唐
内
典
録
』『
開
元
釈
教
録
』『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』

に
も
確
認
で
き
る
。
基
本
的
に
右
に
引
用
し
た
『
合
部
』
経
序
に
も
と
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
経
録
類
の
方
が
具
体
的
に
記
述
し
て
い

る
部
分
も
あ
る
の
で
、
重
複
を
お
そ
れ
ず
、
以
下
に
そ
れ
ら
引
用
す
る
。
た
だ
し
、『
大
唐
内
典
録
』
巻
五
に
み
え
る
も
の
は
『
歴
代
三
宝

紀
』
巻
十
二
に
み
え
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、『
貞
元
録
』
巻
十
の
記
述
は
『
開
元
録
』
巻
七
の
も
の
に
相
似
す
る
の
で
割
愛
し
、

『
歴
代
三
宝
紀
』
お
よ
び
『
開
元
録
』
の
記
述
の
み
を
掲
げ
る
。

•『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
十
二
（
大
正
四
九
・
一
〇
五
下
〜
一
〇
六
上

≒

『
大
唐
内
典
録
』
巻
五
、
大
正
五
五
・
二
七
八
中
）

「
新
合
金
光
明
経
八
巻

右
一
部
八
巻
、
大
興
善
寺
沙
門
釈
宝
貴
開
皇
十
七
年
合
。
貴
即
周
世
道
安
神
足
、
翫
閲
群
典
、
見
昔
晋
世
沙
門
支
敏
度
合
両
支
・

両
竺
・
一
白）

24
（

五
家
首
楞
厳
五
本
為
一
部
作
八
巻
。
又
合
一
支
・
両
竺
三
家
維
摩
三
本
為
一
部
作
五
巻
。
今
沙
門
僧
就
又
合
二
讖
・

羅
什
・
耶
舎
四
家
大
集
四
本
為
一
部
作
六
十
巻
。
諸
此
合
経
、
文
義
宛
具
、
斯
既
先
哲
遺
蹤
。
貴
遂
依
承
以
為
規
矩
、
而
金
光
明

見
有
三
本

：

初
曇
無
讖
訳
四
巻
、
其
次
崛
多
訳
為
五
巻
、
又
真
諦
訳
復
為
七
巻
、
其
序
果
云
「
曇
無
讖
法
師
称
、
金
光
明
経
篇
品

闕
漏
、
毎
尋
文
揣
義
、
謂
此
説
有
徴
、
而
讎
校
無
指
、
永
懐
寤
寐
。
梁
武
皇
帝
愍
三
趣
之
輪
迴
、
悼
四
生
之
漂
没
、
汎
宝
舟
以
救

溺
、
秉
慧
炬
以
照
迷
、
大
同
年
中
勅
遣
直
後
張
記
等
、
送
扶
南
献
使
反
国
、
仍
請
名
僧
及
大
乗
諸
論
雑
華
経
等
、
彼
国
乃
屈
西
天
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竺
優
禅
尼
国
三
蔵
法
師
波
羅
末
陀
、
梁
言
真
諦
、
幷
齎
経
論
恭
膺
帝
旨
、
法
師
遊
歴
諸
国
、
故
在
扶
南
。
風
神
爽
悟
、
悠
然
自
遠
、

群
蔵
渕
部
、
罔
不
研
究
。
太
清
元
年
、
始
至
京
邑
、
引
見
殿
内
。
武
皇
躬
申
頂
礼
、
於
宝
雲
供
養
。
欲
翻
経
論
、
寇
羯
憑
陵
。
大

法
斯
舛
、
国
難
夷
謐
。
沙
門
僧
隠
始
得
諮
禀
法
師
訳
経
、
経
目
果
闕
、「
三
身
分
別
」「
業
障
滅
」「
陀
羅
尼
最
浄
地
」「
依
空
満
願

等
」
四
品）

25
（

」
全
別
成
為
七
巻
。
今
新
来
経
二
百
六
十
部
内
其
間
復
有
「
銀
主
陀
羅
尼
品
」
及
「
嘱
累
品
」、
更
請
崛
多
三
蔵
出
、

沙
門
彦
琮
重
覆
校
勘
、
故
貴
今
分
為
八
巻
。
品
部
究
足
、
始
自
乎
斯
。
文
号
経
王
、
義
称
深
妙
。
願
言
幽
顕
、
頂
戴
護
持
」

•『
開
元
釈
教
録
』
巻
七
（
大
正
五
五
・
五
五
〇
下

≒

『
貞
元
録
』
巻
十
、
大
正
五
五
・
八
四
九
上
〜
中
）

「
合
金
光
明
経
八
巻　

二
十
四
品
。
開
皇
十
七
年
合
、
当
第

四
本
、
見
長
房
録
、
沙
門
彦
琮
製
序

右
一
部
八
巻
其
本
見
在
。

沙
門
釈
宝
貴
、
大
興
善
寺
僧
也
。
開
皇
十
七
年
丁
巳
、
合
金
光
明
経
一
部
。
貴
即
周
世
智
度
論
師
道
安
之
神
足
、
翫
閲
群
典
、
見

昔
晋
世
沙
門
支
敏
度
合
両
支
・
両
竺
・
一
白
五
家
首
楞
厳
為
一
部
作
八
巻
今
准
祐
録
及
合
経
記
、

四
本
合
成
、
無
白
延
也
又
合
一
支
・
両
竺
三
家
維
摩
為
一
部
、

作
五
巻
。
又
沙
門
僧
就
合
四
家
大
集
為
六
十
巻
。
諸
此
合
経
、
文
義
宛
具
、
斯
既
先
哲
遺
蹤
。
貴
遂
依
承
以
為
規
矩
、
遂
合
涼
世

法
豊
四
巻
十

八
品
者
・
周
朝
称
蔵
演
寿
量
・
大
弁

二
品
分
為
五
巻
・
梁
時
真
諦
更
出
四
品
、
謂
三
身
分
別
品
・
業
障
滅
品
・
陀
羅
尼
最
浄
地

品
・
依
空
満
願
品
、
通
前
十
八
、
成
二
十
四
分
、
成
七
巻

・
隋
代
志
徳
復
出
銀
主
陀
羅

尼
品
及
嘱
累
品
前
後
所
出
、

共
二
十
四
品
分
為
八
巻
。
沙
門
彦
琮
重
覆
勘
校
、
品
部
究
足
、
始
自
于
斯
。
文
号
経
王
、
義
称
深
妙
。
願
言
幽
顕
、
頂
戴
護
持
」

右
で
引
用
し
た
各
文
で
は
相
違
す
る
部
分
も
あ
る
が
、『
合
部
』
の
編
纂
事
情
と
し
て
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
釈
道
安
（
姚
道
安
）
の
高
弟
で
あ
っ
た
宝
貴
は
、
晋
代
に
、
支
敏
度
が
『
合
首
楞
嚴
〔
三
昧
〕
経
』
お
よ
び
『
合
維

摩
詰
経
』
を
編
纂
し
た
こ
と
や）

26
（

、
同
時
代
の
隋
代
に
、
僧
就
が
『
大
集
経
』
六
十
巻
を
編
纂
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
（
波
線
部
）
、
開
皇
十

七
（
五
九
七
）
年
に
『
合
部
』
八
巻
本
を
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
『
合
部
』
編
纂
の
前
提
・
素
材
に
な
っ
た
が
、
先
行
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
た
、
次
の
三
本
の
〈
金
光
明
経
〉
諸
本
で
あ
る
。

①　

曇
無
讖
訳
四
巻
本
・
十
八
品
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②　

耶
舍
崛
多
（
称
蔵
）
訳
五
巻
本
・
二
十
品

③　

真
諦
訳
七
巻
本
・
二
十
二
品

す
で
に
前
節
で
も
検
討
し
た
①
と
③
が
、『
合
部
』
成
立
の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
素
材
に
も
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
特
に
、
前
節
で
の
検
討

か
ら
は
、
曇
無
讖
訳
の
四
巻
本
に
真
諦
訳
出
部
分
を
組
み
合
わ
せ
た
七
巻
本
（
あ
る
い
は
六
巻
本
）
が
、
先
行
す
る
曇
無
讖
訳
に
取
っ
て
代

わ
る
よ
う
な
形
で
流
布
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
本
経
『
合
部
』
編
纂
の
下
地
、
背
景
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
引
用
し
た
『
合
部
』
経
序
で
も
、
真
諦
訳
の
経
序
の
冒
頭
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
類
推
で
き
る
。

②
耶
舍
崛
多
（
称
蔵
）
訳
に
つ
い
て
は
、『
合
部
』
の
経
序
で
は
「
闍
那
崛
多
」
と
し
、『
歴
代
三
宝
紀
』
で
は
単
に
「
崛
多
」
と
す
る
が
、

次
項
で
見
て
い
く
経
録
類
の
記
述
か
ら
「
耶
舍
崛
多
」
と
し
て
お
く
の
が
適
当
だ
ろ
う
か
。
こ
の
耶
舍
崛
多
訳
と
さ
れ
る
五
巻
本
の
伝
承

な
ど
に
つ
い
て
は
次
項
で
検
討
す
る
。

右
の
よ
う
な
先
行
す
る
三
本
に
加
え
て
、
④
闍
那
崛
多
（
志
徳
）
が
宝
貴
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
か
た
ち
で
新
た
に
訳
出
し
た
部
分
、

「
銀
主
陀
羅
尼
品
」
と
「
嘱
累
品
」
の
二
品
を
加
え
、
二
十
四
品
か
ら
な
る
八
巻
本
『
合
部
』
が
編
纂
さ
れ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
合
部
』

編
纂
に
際
し
て
は
、
経
録
『
仁
寿
録
』
の
撰
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
彦
琮
や
『
歴
代
三
宝
紀
』
を
著
し
た
費
長
房
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

な
お
、
大
正
蔵
＝
高
麗
蔵
再
雕
本
で
は
、『
合
部
』
の
各
所
に
翻
訳
者
名
を
記
す
が
、
こ
れ
は
再
雕
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
独
自
の
も
の

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
再
雕
本
が
制
作
さ
れ
た
時
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る）

27
（

。

以
上
の
よ
う
に
、『
合
部
』
は
、
既
存
の
三
本
お
よ
び
新
た
に
訳
出
さ
れ
た
部
分
を
加
え
る
こ
と
で
編
纂
さ
れ
た
「
編
輯
経
典
」
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
単
行
経
典
で
あ
る
〈
金
光
明
経
〉
の
翻
訳
経
典
で
あ
り
な
が
ら
、
各
翻
訳
者
が
訳
出
し
た
部
分
を
編
輯
す
る
か
た

ち
を
と
っ
た
、
か
な
り
特
殊
な
漢
訳
経
典
と
言
え
る
。
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⑵
耶
舍
崛
多
（
称
蔵
）
訳
五
巻
本
な
ど
の
伝
承
お
よ
び
闍
那
崛
多
（
志
徳
）
ら
と
﹃
合
部
﹄
編
纂
の
関
わ
り

本
項
で
は
、
未
検
討
の
耶
舍
崛
多
（
称
蔵
）
訳
と
さ
れ
る
五
巻
本
の
伝
承
や
、
新
た
に
闍
那
崛
多
（
志
徳
）
に
よ
っ
て
訳
出
し
た
と
さ
れ

る
部
分
に
つ
い
て
、
史
伝
・
経
録
類
に
お
け
る
記
述
を
整
理
し
、
さ
ら
に
、
彼
ら
耶
舍
崛
多
・
闍
那
崛
多
ら
が
『
合
部
』
の
編
纂
に
ど
の

よ
う
に
携
わ
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
探
る
こ
と
を
試
み
る
。

ま
ず
、
耶
舍
崛
多
（
称
蔵
）
訳
と
さ
れ
る
五
巻
本
に
関
す
る
、
経
録
類
で
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
伝
訳
に
関
す
る
記
述
が

『
歴
代
三
宝
紀
』
以
降
の
経
録
類
に
共
有
さ
れ
る
。

•『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
十
一
「
金
光
明
経
更
広
寿
量
大
弁
陀
羅
尼
品
五
巻
第
二
出
、
在
北
胡
坊
帰
聖

寺
訳
、
沙
門
智
僊
筆
受

」（
大
正
四
九
・
一
〇
〇
中
）

右
の
よ
う
な
伝
訳
、
訳
出
状
況
を
め
ぐ
る
記
述
に
つ
い
て
は
、『
大
唐
内
典
録
』
巻
五
（
大
正
五
五
・
二
七
一
下
）
、『
大
周
録
』
巻
第
三

（
大
正
五
五
・
三
八
八
中
）
、『
開
元
録
』
巻
第
七
（
大
正
五
五
・
五
四
五
上
）
な
ど
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
が
共
有
さ
れ
る
。

一
方
、『
大
周
録
』
巻
十
二
（
大
正
五
五
・
四
四
三
上
）
で
は
、
同
本
を
「
欠
本
」
と
分
類
し
て
い
る
よ
う
に
、
唐
代
の
『
静
泰
録
』
を
は

じ
め
、
他
の
経
録
の
現
存
目
録
や
入
蔵
録
に
は
記
載
が
一
切
な
く
、
同
本
の
「
伝
存
」
を
つ
た
え
る
記
述
を
経
録
類
に
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
耶
舎
崛
多
訳
と
さ
れ
る
五
巻
本
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、『
合
部
』
編
纂
に
際
し
、
闍
那
崛
多
（
志
徳
）
が
新
た
に
「
銀
主
陀
羅
尼
品
」
と
「
嘱
累
品
」
の
二
品
を
訳
出
し
た
と
さ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
二
品
を
別
立
て
し
た
も
の
が
、『
歴
代
三
宝
紀
』
や
『
大
唐
内
典
録
』『
大
周
録
』『
開
元
録
』『
貞
元
録
』
に
も
確
認
で
き
る）

28
（

。
し

か
し
、『
開
元
録
』
で
「
不
別
存
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
大
正
五
五
・
五
四
八
中
）
か
ら
も
、
そ
れ
ら
二
品
か
ら
な
る
経
巻
が
独
立
単
行
し

て
流
布
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
耶
舍
崛
多
（
称
蔵
）
お
よ
び
闍
那
崛
多
（
志
徳
）
の
両
名
は
、
と
も
に
闍
那
耶
舍
の
弟
子
で
、
同
門
の
徒
と
し
て
知
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
関
係
が
深
か
っ
た
両
名
と
も
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
『
合
部
』
編
纂
と
は
、
直
接
的
、
間
接
的
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
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あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
、『
開
元
録
』
中
の
、
撰
者
・
智
昇
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
記
述
を
も
と
に
検
討
す
る
。（
以
下
に
引
用
す
る
文
言
は
、
大

正
蔵
所
収
の
『
開
元
録
』
で
は
割
注
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
そ
の
形
式
に
は
よ
ら
な
い
。）

「（
前
略
＝
『
合
部
』
経
序
か
ら
の
引
用
）
…
撰
録
者
曰
、
此
合
部
経
文
義
備
足
、
其
無
讖
四
巻
・
真
諦
七
巻
・
崛
多
五
巻
並
皆
有
闕
故
、

此
三
経
無
繁
重
載
。
謹
按
長
房
等
録
、
周
武
帝
代
天
竺
三
蔵
那）

29
（

舎
崛
多
訳
出
一
本
名
「
金
光
明
経
更
広
寿
量
大
弁
陀
羅
尼
経
」
五
巻

成
部
。
今
詳
此
名
、
乃
非
全
訳
、
但
於
無
讖
四
巻
経
中
続
演
二
品

：

其
寿
量
品
更
続
、
其
文
大
弁
品
中
更
広
呪
法
、
余
品
之
中
亦
有

続
者
故
、
云
「
更
広
寿
量
大
弁
陀
羅
尼
経
」。
故
六
巻
合
経
序
云

：

寿
量
、
大
弁
又
補
其
闕
。
以
此
証
知
、
但
是
続
闕
、
非
是
別
翻
。

又
経
序
云
「
闍
那
崛
多
訳
為
五
巻
」
房
等
諸
録
乃
云
「
耶
舎
崛
多
」
者
此
二
三
蔵
乃
是
同
師
、
当
時
共
翻
互
載
、
皆
得
其
合
部
経
。

有
六
巻
本
与
此
八
巻
明
同
異
者
、
其
六
巻
経
一
品
顚
倒
、
比
校
新
経
八
巻
者
是
。
又
二
経
嘱
累
文
意
全
別
。
六
巻
嘱
累
乃
与
法
華
嘱

累
大
呪
相
似
未
詳
所
以
。
今
勘
八
巻
之
者
、
亦
与
新
経
扶
同
、
二
本
少
殊
、
不
可
双
載
故
、
存
八
巻
為
正
、
編
之
入
蔵
、
後
尋
覧
者

幸
無
惑
焉
。
兼
此
合
経
総
成
五
訳
、
両
本
在
蔵
、
三
本
入
刪
繁
録
」（
大
正
五
五
・
五
九
二
上
）

ま
ず
、
波
線
部
で
は
、
那
舎
崛
多
訳
と
さ
れ
る
「（
金
光
明
経
）
更
広
寿
量
大
弁
陀
羅
尼
経
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
全
訳
で

も
な
く
、
そ
の
題
名
の
通
り
、「
寿
量
品
」
を
増
広
し
、「
大
弁
財
天
品
」
の
陀
羅
尼
を
拡
充
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、「
非
是

別
翻
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
別
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
見
て
い
る
。

次
に
、
傍
線
部
で
は
、
五
巻
本
の
訳
者
に
つ
い
て
、『
合
部
』
経
序
で
は
「
闍
那
崛
多
」
と
さ
れ
、『
歴
代
三
宝
紀
』
な
ど
の
経
録
類
で

は
「
耶
舎
崛
多
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
そ
の
両
名
は
同
門
で
あ
り
、
当
時
力
を
合
わ
せ
て
翻
訳
も
行
う
こ
と
で
『
合
部
』
を

得
た
と
す
る
。
つ
ま
り
先
に
見
た
経
録
類
に
あ
る
よ
う
な
「
耶
舎
崛
多
」
に
よ
る
訳
出
部
分
と
「
闍
那
崛
多
」
に
よ
る
訳
出
部
分
に
つ
い

て
、
そ
れ
ら
を
厳
密
に
区
別
す
る
よ
り
も
、
同
門
で
あ
る
耶
舎
崛
多
・
闍
那
崛
多
の
両
名
が
力
を
合
わ
せ
て
、『
合
部
』
八
巻
本
の
編
纂
お

よ
び
訳
出
に
関
与
し
た
可
能
性
も
想
定
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
耶
舎
崛
多
訳
と
さ
れ
る
五
巻
本
は
、

単
行
経
典
と
し
て
流
布
し
た
可
能
性
は
低
く
、
そ
の
訳
出
・
増
広
部
分
に
つ
い
て
は
、
耶
舎
崛
多
・
闍
那
崛
多
ら
の
同
門
内
で
共
有
さ
れ
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て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。

同
時
に
、
闍
那
崛
多
に
関
し
て
は
、
他
に
も
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
や
『
仏
本
行
集
経
』
と
い
っ
た
よ
う
な
「
編
輯
経
典
」
の
訳
出
・

編
纂
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
同
じ
く
、「
編
輯
経
典
」
で
あ
る
『
合
部
』
の
編
纂
に
も
、
編
者
で
あ
る
宝
貴
と
と
も
に
、
か
な
り
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
前
節
お
よ
び
本
節
に
お
い
て
、『
最
勝
王
経
』
に
先
行
す
る
〈
金
光
明
経
〉
漢
訳
諸
本
の
伝
承
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
主
に
、

史
伝
・
経
録
類
に
お
け
る
記
述
な
ど
を
洗
い
直
す
こ
と
で
、
整
理
、
検
討
し
て
き
た
。
特
に
、
単
行
経
典
で
あ
る
〈
金
光
明
経
〉
の
漢
訳

経
典
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
「
編
輯
経
典
」
で
も
あ
る
『
合
部
』
編
纂
の
事
情
と
背
景
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
本
稿
で
整
理
、
検
討
し
た
こ
と
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

•
曇
無
讖
訳
四
巻
本
と
真
諦
訳
出
部
分
と
を
あ
わ
せ
た
六
巻
あ
る
い
は
七
巻
本
は
、
比
較
的
早
い
段
階
で
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
取
っ

て
か
わ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
流
布
し
た
可
能
性
が
う
か
が
え
、
そ
れ
が
『
合
部
』
編
纂
に
つ
な
が
る
背
景
、
下
地
と
な
っ
た
。

•
那
舎
崛
多
訳
と
さ
れ
る
五
巻
本
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
流
布
し
た
形
跡
も
な
く
、『
合
部
』
の
訳
出
と
編
纂
に
は
、
那
舎
崛
多
と
闍
那

崛
多
の
兄
弟
弟
子
が
何
か
ら
の
関
与
を
し
て
い
た
可
能
性
も
窺
え
る
。

い
ず
れ
の
事
柄
も
可
能
性
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、『
合
部
』
編
纂
の
背
景
や
過
程
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
も
わ
ず
か
な
が
ら
で
も

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
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四
、
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
訳
出
の
状
況
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
十
巻
本
の
訳
出
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、
経
録
類
の
記
述
や
訳
場
列
位
の
記
述
を
紹
介

す
る
。
義
浄
訳
に
つ
い
て
は
、
八
世
紀
初
め
の
訳
出
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
本
よ
り
も
か
な
り
時
代
が
下
り
、『
最
勝
王

経
』
訳
出
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
開
元
録
』
に
残
さ
れ
た
記
述
か
ら
、
か
な
り
詳
細
な
事
柄
ま
で
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
最
勝
王

経
』
に
関
す
る
訳
場
列
位
に
関
し
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
も
幾
度
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、『
最
勝
王
経
』
訳
出
状
況
の
詳
細
を
つ
た

え
る
記
述
と
し
て
、
本
稿
で
も
再
掲
す
る
。

ま
ず
、『
開
元
録
』
巻
九
「
総
括
群
経
録
上
之
九
唐
伝
訳

之
余

」
に
み
ら
れ
る
、
義
浄
お
よ
び
『
最
勝
王
経
』
に
関
す
る
伝
訳
の
記
述
を
紹
介

す
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
『
宋
高
僧
伝
』
な
ど
に
も
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る）

30
（

。

•「
金
光
明
最
勝
王
経
十
巻　
第
五
出
、
与
北
涼
曇
無
讖
四
巻
金
光
明
等
同
本
、
長
安

三
年
十
月
四
日
於
西
明
寺
訳
畢
、
沙
門
波
崙
恵
表
筆
受
」（
大
正
五
五
・
五
六
七
上
）

•「
沙
門
釈
義
浄
、
斉
州
人
、
俗
姓
張
、
字
文
明
。
…
（
中
略
）
…
咸
亨
二
年
三
十
有
七
、
方
協
夙
懐
、
遂
之
広
府
。
初
結
誓
同
志
、
数

満
十
人
。
洎
乎
汎
舶
、
余
皆
退
罷
、
唯
浄
堅
心
転
熾
、
遂
即
孤
行
。
備
歴
艱
難
、
漸
達
印
度
。
…
（
中
略
）
…
遍
師
明
匠
、
学
大
小

乗
、
所
為
事
周
還
帰
故
里
、
凡
所
歴
遊
三
十
余
国
、
往
来
問
道
、
出
二
十
年
。
以
天
后
証
聖
之
元
乙
未
仲
夏
還
至
河
洛
、
将
梵
本
経

律
論
近
四
百
部
合
五
十
万
頌
、
金
剛
座
真
容
一
鋪
、
舎
利
三
百
粒
。
天
后
敬
法
重
人
、
親
迎
于
上
東
門
外
、
洛
陽
緇
侶
備
設
幢
旛
、

兼
陳
鼓
楽
、
在
前
導
引
、
勅
於
仏
授
記
寺
安
置
、
所
将
梵
本
、
並
令
翻
訳
。
初
共
于
闐
三
蔵
実
叉
難
陀
翻
華
厳
経
、
久
視
已
後
方
自

翻
訳
。
即
以
久
視
元
年
庚
子
至
長
安
三
年
癸
卯
、
於
東
都
福
先
寺
及
西
京
西
明
寺
、
訳
金
光
明
最
勝
王
・
能
断
金
剛
般
若
・
入
定
不

定
印
・
弥
勒
成
仏
・
一
字
呪
王
・
荘
厳
王
陀
羅
尼
・
善
夜
・
流
転
諸
有
・
妙
色
王
因
縁
・
無
常
・
八
無
暇
有
暇
・
長
瓜
梵
志
等
経
・

根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
・
尼
陀
那
目
得
迦
・
百
一
羯
磨
及
律
摂
等
、
掌
中
・
取
因
仮
設
・
六
門
教
授
等
論
及
竜
樹
勧
誡
頌
、
已
上

二
十
部
一
百
一
十
五
巻
。
北
印
度
沙
門
阿
儞
真
那
証
梵
文
義
、
沙
門
波
崙
・
復
礼
・
慧
表
・
智
積
等
筆
受
証
文
、
沙
門
法
宝
・
法
蔵
・



― 29 ―

〈金光明経〉漢訳諸本の翻訳と伝承に関する諸問題

徳
感
・
成
荘
・
神
英
・
仁
亮
・
大
儀
・
慈
訓
等
証
義
、
成
均
太
学
助
教
許
観
監
護
繕
写
進
内
、
天
后
製
新
翻
聖
教
序
、
令
標
経
首
。
曁

和
帝
竜
興
神
竜
元
年
乙
巳
、
於
東
都
内
道
場
訳
孔
雀
王
経
…
（
中
略
）
…
浄
雖
遍
翻
三
蔵
、
而
偏
功
律
部
、
訳
綴
之
暇
曲
授
学
徒
、

凡
所
行
事
皆
尚
其
急
、
瀘
漉
滌
穢
特
異
常
倫
、
学
侶
伝
行
、
遍
於
京
洛
。
美
哉
亦
遺
法
之
盛
事
也
。
以
先
天
二
年
卒
、
春
秋
七
十
九

矣
」（
大
正　

五
五
・
五
六
八
中
〜
五
六
九
中
）

右
の
伝
記
的
な
記
述
か
ら
、
義
浄
は
咸
亨
二
（
六
七
一
）
年
よ
り
お
よ
そ
二
十
五
年
間
外
遊
し
た
の
ち
に
、
証
聖
元
（
六
九
五
）
年
に
帰

朝
し
、
お
よ
そ
四
百
部
も
の
仏
典
を
将
来
し
た
と
さ
れ
る
。
帰
朝
後
、
ま
ず
は
、
実
叉
難
陀
と
と
も
に
『
八
十
華
厳
』
の
訳
出
に
取
り
組

み
、
久
視
年
間
以
降
は
義
浄
自
身
が
仏
典
翻
訳
に
取
り
掛
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
波
線
部
）
。

右
の
引
用
文
で
は
、
細
か
い
年
代
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
く
『
開
元
録
』
巻
九
に
み
え
る
、
義
浄
訳
の
他
の
典
籍
に
付
け

ら
れ
た
注
記
か
ら
は
、『
最
勝
王
経
』
と
同
じ
く
「
長
安
三
（
七
〇
三
）
年
十
月
」
に
、
西
明
寺
に
て
訳
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
次
の

八
点
で
あ
る
。

•『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
一
巻

•『
曼
殊
室
利
菩
薩
呪
蔵
中
一
字
呪
王
経
』
一
巻

•『
掌
中
論
』
一
巻

•『
取
因
仮
設
論
』
一
巻

•『
六
門
教
授
習
定
法
』
一
巻

•『
根
本
説
一
切
有
部
尼
陀
那
得
迦
』
十
巻

•『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
五
十
巻

•『
根
本
説
一
切
有
部
百
一
羯
磨
』
十
巻

『
最
勝
王
経
』
を
訳
出
し
た
長
安
三
（
七
〇
三
）
年
以
前
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
に
義
浄
が
翻
訳
し
た
典
籍
に
つ
い
て
も
、『
開
元
録
』
に
残

さ
れ
た
注
記
か
ら
、
さ
ら
に
細
か
い
年
代
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
ま
た
、
傍
線
を
施
し
た
と
お
り
、
久
視
元
（
七
〇
〇
）
年

か
ら
長
安
三
（
七
〇
三
）
年
ま
で
の
間
、
義
浄
は
洛
陽
（
東
都
）
の
大
福
先
寺
お
よ
び
長
安
（
西
京
）
の
西
明
寺
に
て
訳
業
を
行
な
っ
た
と
見
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ら
れ
る
。
そ
の
当
時
の
訳
場
に
お
け
る
役
割
分
担
を
示
す
訳
場
列
位
の
大
ま
か
な
も
の
は
、
右
の
引
用
文
に
も
含
ま
れ
る
が
（
破
線
部
）
、

あ
と
で
見
る
『
最
勝
王
経
』
に
付
さ
れ
る
訳
場
列
位
は
さ
ら
に
具
体
的
で
あ
る
。

右
の
引
用
文
の
破
線
部
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
久
視
元
（
七
〇
〇
）
年
か
ら
長
安
三
（
七
〇
三
）
年
に
か
け
て
義
浄
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ

た
経
典
の
冒
頭
に
は
、
武
則
天
に
よ
る
「
聖
教
序
」
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
現
在
、
大
正
蔵
所
収
の
当
該

経
典
で
、
武
則
天
に
よ
る
「
聖
教
序
」
を
収
録
す
る
の
は
『
入
定
不
定
印
経
』（
大
正
四
六
四
番
）
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。『
最
勝
王

経
』
に
関
し
て
は
、
高
麗
蔵
再
雕
本
を
含
む
ほ
と
ん
ど
の
版
本
大
蔵
経
で
は
、
唐
の
中
宗
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
「
大
唐
中
興
三
蔵
聖
教

序
」
が
付
さ
れ
る
。
大
正
蔵
で
同
序
が
割
愛
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
次
に
見
る
国
分
寺
経
な
ど
、
日
本
に
伝
わ
る
『
最
勝
王

経
』
の
写
本
に
は
そ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
大
正
蔵
の
み
に
見
ら
れ
る
巻
十
末
尾

の
「
此
経
梵
筴
英
国
王
立
亜
細
亜
協
会
所
蔵
〜
」
以
下
の
六
行
は
、
お
そ
ら
く
大
正
蔵
編
纂
時
に
新
た
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

次
に
、『
最
勝
王
経
』
が
伝
え
る
訳
場
列
位
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
、
奈
良
・
西
大
寺
本
に
見
え
る
も
の
を

鵜
飼
徹
定
『
譯
塲
列
位
』（
一
八
六
三
年
）
が
紹
介
し
て
い
る）

31
（

。
ま
た
、
壬
生
台
舜
氏
や
日
野
慧
運
氏
は
、
鵜
飼
が
紹
介
し
て
い
る
も
の
に
は

触
れ
ず
に
、
敦
煌
写
本
に
見
ら
れ
る
訳
場
列
位
を
紹
介
し
て
い
る）

32
（

。
一
方
、
近
年
ウ
ェ
ブ
上
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
国
分
寺
経
、
紫
紙
金
泥
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
国
宝
）
の
巻
一
お
よ
び
巻
十
の
巻
末
に
も
、
同
じ
く
訳
場
列
位

が
記
さ
れ
て
い
る）

33
（

。

こ
こ
で
は
、
西
大
寺
本
に
も
と
づ
く
、
鵜
飼
『
譯
塲
列
位
』（
八
丁
〜
九
丁
）
所
載
の
も
の
を
も
と
に
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
国
分
寺
経

の
奥
書
も
参
照
し
て
、
若
干
修
正
を
加
え
た
も
の
を
掲
げ
る
。

「
大
周
長
安
三
年
歳
次
癸
卯
十
月
巳
未
朔
四
日
壬
戌

三
蔵
法
師
義
浄
奉　

制
於
長
安
西
明
寺
新
訳
並
綴
文
正
字

翻
経
沙
門
波
羅
門
三
蔵
宝
思
惟
証
梵
義
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翻
経
沙
門
波
羅
門
尸
利
末
多
読
梵
文

翻
経
沙
門
七
宝
台
寺
上
座
法
宝
証
義

翻
経
沙
門
荊
州
玉
泉
寺
弘
景
証
義

翻
経
沙
門
大
福
光
寺
寺
主
法
明
証
義

翻
経
沙
門
崇
光
寺
神
英
証
義

翻
経
沙
門
大
興
善
寺
伏
礼
証
文

翻
経
沙
門
大
福
光
寺
上
座
波
崙
筆
受

翻
経
沙
門
清
禅
寺
寺
主
徳
感
証
義

翻
経
沙
門
大
周
西
寺
仁
亮
証
義

翻
経
沙
門
大
総
持
寺
上
座
大
儀
証
義

翻
経
沙
門
大
周
西
寺
寺
主
法
蔵
証
義

翻
経
沙
門
仏
授
記
寺
都
維
那
恵
表
筆
受

翻
経
沙
門
大
福
光
寺
勝
荘
証
義

翻
経
沙
門
大
福
光
寺
都
維
那
慈
訓
証
義

請
翻
経
沙
門
天
宮
寺
明
暁

（
西
大
寺
本
：
大
学
助
教
教
許
観
監
護
繕
写
進
内
／
敦
煌
写
本
：
請
転
経
沙
門
竜
興
寺
法
海
勘

記
）」

右
に
引
用
し
た
『
最
勝
王
経
』
の
訳
場
列
位
は
、『
開
元
録
』
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も

の
や
他
の
義
浄
訳
の
典
籍
に
残
さ
れ
た
も
の
と
も
相
違
す
る
が）

34
（

、
そ
れ
は
、
訳
場
列
位
、

図
二
　
国
宝
　
金
光
明
最
勝
王
経
（
国
分
寺
経
）

巻
第
一
　
奥
書
（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
、

画
像
提
供
　
奈
良
国
立
博
物
館
、
撮
影
　 

佐
々
木
香
輔
）
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す
な
わ
ち
、
訳
場
に
お
け
る
役
割
分
担
が
訳
出
時
期
や
場
所
、
訳
出
典
籍
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
経
録
類
な
ど
か
ら
わ
か
る
『
最
勝
王
経
』
を
め
ぐ
る
訳
出
状
況
は
右
の
通
り
で
あ
り
、
同
経
以
前
の
他
本
よ
り
も
、
か
な
り
具

体
的
な
訳
出
状
況
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
訳
出
さ
れ
た
『
最
勝
王
経
』
に
関
し
て
は
、
本
邦
で
の
受
容
・
影
響
は
い
う
に
及
ば

す
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
大
蔵
経
（
カ
ン
ギ
ュ
ル
）
に
は
漢
訳
『
最
勝
王
経
』
か
ら
訳
出
さ
れ
た
も
の
が
伝
わ
り
、
コ
ー
タ
ン
語
訳
の
一
部
、
ソ

グ
ド
語
訳
、
ウ
イ
グ
ル
語
訳
、
西
夏
語
訳
、
満
州
語
訳
な
ど
も
義
浄
訳
に
も
と
づ
く
と
さ
れ
、
同
漢
訳
経
典
は
、
他
の
漢
訳
経
典
に
は
み

ら
れ
な
い
よ
う
な
影
響
力
を
広
く
ア
ジ
ア
世
界
に
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
。

 

（
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
〇
Ｈ
〇
一
一
八
五
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。）
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Skt 本（Nobel ed.） 曇無讖訳（4巻本） 合部（8巻本） 義浄訳（10巻本） 分科品 品名 巻品 品名 巻品 品名 巻品 品名
1 nidāna 1 1 序 1 1 序 1 1 序 序分
2 tathāgatāyuḥpramāṇa 2 寿量品 2 寿量品

（崛多訳補）
2 如来寿量品

正宗分

--- --- --- --- 3 三身分別品
（真諦訳）

2 3 分別三身品

3 deśanā 3 懺悔品 2 4 懺悔品 4 夢見金鼓懺悔品
--- --- --- --- 5 業障滅品

（真諦訳）
3 5 滅業障品

--- --- --- --- 3 6 陀羅尼最浄地
品（真諦訳）

4 6 最浄地陀羅尼品

4 kamalākaro nāma 
sarvatathāgatastava

4 讃歎品 4 7 讃歎品 5 7 蓮華喩讃品

--- --- --- --- --- --- 8 金勝陀羅尼品
5 śūnyatā 5 空品 8 空品 9 重顕空性品
--- --- --- --- 9 依空満願品

（真諦訳）
10 依空満願品

6 caturmahārāja 2 6 四天王品 5 10 四天王品 6 11 四天王観察人天
品

流通分

7 12 四天王護国品
--- --- --- --- 6 11 銀主陀羅尼品

（闍那堀多訳）
13 無染著陀羅尼品

--- --- --- --- --- --- 14 如意宝珠品
7 sarasvatī 7 大弁天神品 12 大弁才天品

（闍那崛多続訳
補）

15 大弁才天女品
8

8 śrīmahādevī 8 功徳天品 13 功徳天品 16 大吉祥天女品
9 buddhabodhisattva-

nāmasaṃdhāraṇa
17 大吉祥天女増長

財物品
10 dṛḍhā 9 堅牢地神品 14 堅牢地神品 18 堅牢地神品
11 saṃjñāya 3 10 散脂鬼神品 15 散脂鬼神品 19 僧慎爾耶薬叉大

将品
12 devendrasamayaṃ 

nāma rājaśāstra
11 正論品 16 正論品 9 20 正法正論品

13 susaṃbhava 12 善集品 7 17 善集品 21 善生王品
14 yakṣāśrayo nāmārkṣā 13 鬼神品 18 鬼神品 22 諸天薬叉護持品
15 daśadevaputrasaha-

sravyākaraṇa
14 授記品 19 授記品 23 授記品

16 vyādhipraśamana 15 除病品 20 除病品 24 除病品
17 jalavāhanasya matsya-

vaineyapūrvayoga
4 16 流水長者子

品
21 流水長者子品 25 長者子流水品

18 vyāghrī 17 捨身品 8 22 捨身品 1026 捨身品
19 sarvatathāgatastava 18 讃仏品 23 讃仏品 27 十方菩薩讃歎品

28 妙幟菩薩讃歎品
29 菩提樹神讃歎品

--- --- --- --- --- --- 30 大弁才天女讃歎
品

19（嘱累品） 24 付嘱品
（闍那崛多訳）

31 付嘱品

表
二
　〈
金
光
明
経
〉
漢
訳
諸
本
三
種
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の
比
較
対
照
表
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注
＊

 

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
船
山
徹
先
生
よ
り
、
様
々
な
有
益
な
助
言
や
情
報
お
よ
び
原
稿
に

関
す
る
修
正
案
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
残
さ
れ
た
不
備
、
問
題
点
は

全
て
筆
者
に
帰
す
る
。

（
1
）
例
え
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
語
大
蔵
経
の
カ
ン
ギ
ュ
ル
（
仏
説
部
）
で
は
、〈
金
光
明
経
〉
と
し
て
三
種
の
翻
訳
が
伝
わ
る
が
、
テ
ン
パ
ン

マ
系
（
グ
ル
ー
プ
）
と
呼
ば
れ
る
、
二
大
系
統
の
ひ
と
つ
で
は
、「
経
部
」
と
「
密
部
」
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
の
三
種
の
チ
ベ
ッ
ト

語
訳
『
金
光
明
経
』
が
伝
わ
る
。
も
う
一
方
の
二
大
系
統
の
ひ
と
つ
、
ツ
ェ
ル
パ
系
（
グ
ル
ー
プ
）
で
は
「
密
部
」
に
配
さ
れ
て

い
る
。
詳
し
く
は
、
烏
力
吉
吉
日
嘎
拉
「『
金
光
明
経
』
の
思
想
的
研
究
―
「
空
性
品
」「
金
勝
陀
羅
尼
品
」「
最
浄
地
陀
羅
尼

品
」
を
中
心
に

―
」（
東
洋
大
学
学
位
請
求
論
文
、
学
位
授
与
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
五
日
）
八
〜
十
頁
参
照
。
こ
れ
は
カ
ン
ギ
ュ
ル

に
お
け
る
同
経
の
分
類
が
揺
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
象
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
対
照
表
の
作
成
に
際
し
て
は
、
佐
伯
俊
源
「
金
光
明
最
勝
王
経
の
思
想
と
流
伝
」（『
国
宝　

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
天
平
宝
字

六
年
百
済
豊
虫
願
経
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
お
よ
び
『
金
光
明
経
の
研
究
―
説
法
師
と
経
典
編
纂
に
つ
い
て
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
』（B

ibliotheca Indologica et B
uddhologica 23

、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
八
年
）
所
載
の
比
較
対
照
表
を
参
照
し
た
。

（
3
）「
編
輯
経
典
」
に
つ
い
て
は
、
船
山
徹
『
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か

―
ス
ー
ト
ラ
が
経
典
に
な
る
と
き
』（
岩
波
書
店
、
二
〇

一
三
年
）
一
四
九
〜
一
七
六
頁
に
詳
し
い
。『
合
部
』
に
関
し
て
は
、
同
書
一
六
一
頁
で
言
及
さ
れ
て
お
り
、「
編
輯
経
典
」
の
ジ

ャ
ン
ル
の
ひ
と
つ
、「
異
な
る
訳
者
の
部
分
訳
を
つ
な
い
で
一
つ
に
し
た
も
の
」
の
一
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。

（
4
）
同
じ
よ
う
に
中
国
で
訳
出
・
編
纂
が
な
さ
れ
た
「
編
輯
経
典
」
と
し
て
は
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
が
知
ら
れ
る
。
船
山
前
掲
書

一
六
一
頁
参
照
。
同
書
で
は
、
い
わ
ゆ
る
南
本
『
大
般
涅
槃
経
』
も
類
似
す
る
例
と
し
て
挙
げ
、
支
敏
度
に
よ
る
『
合
維
摩

経
』『
合
首
楞
嚴
〔
三
昧
〕
経
』
も
先
行
し
た
例
と
し
て
掲
げ
る
が
、
大
蔵
経
に
含
ま
れ
る
漢
訳
経
典
で
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
編
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纂
過
程
が
取
ら
れ
た
も
の
は
点
数
が
か
な
り
限
ら
れ
る
。

（
5
）
例
外
的
に
、『
合
部
』
に
含
ま
れ
る
、
真
諦
訳
出
部
分
に
つ
い
て
考
究
し
た
最
近
の
論
考
と
し
て
、
マ
イ
ケ
ル
・
ラ
デ
ィ
ッ
チ

（M
ichael R

adich

）
氏
に
よ
る
次
の
論
文
二
篇
が
あ
る
。

•M
. R

adich

﹇
二
〇
一
四
﹈, “O

n the Sources, Style and A
uthorship of C

hapters of the Synoptic Suvarṇaprabhāsottam
a-

sūtra T664 A
scribed to Param

ārtha (Part 1),” Annual Report of The International Research Institute for Advanced 

Buddhology at Soka U
niversity 17, pp.  207–244.

•M
. R

adich
﹇
二
〇
一
五
﹈, “Tibetan Evidence for the Sources of C

hapters of the Synoptic Suvarṇaprabhāsottam
asūtra T 

664 A
scribed to Param

ārtha,” Buddhist Studies Review
 32.2, pp.  245–270.

右
の
二
篇
は
『
合
部
』
に
含
ま
れ
る
真
諦
訳
出
部
分
が
イ
ン
ド
語
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
に
お
い

て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
意
欲
的
な
論
考
で
あ
る
。
た
だ
、
現
時
点
で
は
、
同
氏
の
説
に
つ
い

て
は
仮
説
の
域
を
出
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
同
氏
の
説
を
取
り
込
ん
で
論
ず
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
保
留
す
る
。

（
6
）
藤
谷
厚
生
「
金
光
明
経
の
教
学
史
的
展
開
に
つ
い
て
」（『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
三
九
、
二
〇
〇
四
年
）

（
7
）
具
体
的
に
は
、「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/

、
最
終
閲
覧
二
〇
二
〇

年
十
一
月
三
十
日
）
を
利
用
す
る
。

（
8
）
衆
経
と
も
呼
ば
れ
た
一
切
経
と
経
録
類
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
大
蔵
経
の
歴
史
―
成
り
立
ち
と
伝
承
』（
方
丈
堂
出
版
、

二
〇
一
九
年
）
一
〇
四
〜
一
二
一
頁
参
照
。

（
9
）
吉
川
忠
夫
・
船
山
徹
訳
『
高
僧
伝
』（
一
）（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
二
頁
に
よ
れ
ば
、
曇
無
讖
訳
出
経
典
が
建
業
（
建
康
）

に
至
っ
た
の
は
、
四
三
〇
〜
四
三
一
年
ご
ろ
と
す
る
説
が
有
力
な
よ
う
で
あ
る
。

（
10
）
宋
元
明
三
本
に
よ
っ
て
直
す
。
高
麗
蔵
お
よ
び
大
正
蔵
は
「
十
」
と
す
る
。
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（
11
）
聖
語
蔵
経
巻
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
伝
統
的
に
「
神
護
景
雲
経
」
と
さ
れ
て
き
た
経
巻
の
ほ
と
ん
ど
が
、
実
は
宝
亀
年
間

に
書
写
さ
れ
た
「
今
更
一
部
一
切
経
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
飯
田
剛
彦
「
聖
語
蔵
経
巻
「
神
護
景

雲
二
年
御
願
経
」
に
つ
い
て
」（『
正
倉
院
紀
要
』
三
四
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
12
）
船
山
徹
「
真
諦
三
蔵
の
著
作
の
特
徴
―
中
印
文
化
交
渉
の
例
と
し
て
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
三
八
、
二
〇
〇
五

年
）
の
「
注
（
六
）」
に
よ
れ
ば
、
小
野
氏
は
「
二
楞
学
人
」「
二
楞
生
」
と
い
う
名
前
で
も
論
文
を
執
筆
し
、
合
計
三
篇
の
論
文

で
聖
語
蔵
経
巻
に
み
ら
れ
る
経
序
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
が
、
筆
者
は
小
野
玄
妙
『
仏
教
経
典
総
論
』（「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
別

巻
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三
六
年
）
一
三
〇
頁
所
収
の
も
の
し
か
実
見
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
前
掲M

. R
adich

﹇
二
〇
一
四
﹈
で

も
「
金
光
明
経
序
」
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
「
寿
量
品
」
を
扱
っ
て
い
る
。

（
13
）
船
山
徹
﹇
二
〇
一
九
﹈『
六
朝
隋
唐
仏
教
展
開
史
』（
法
蔵
館
）
一
九
五
頁
以
下
参
照
。
同
書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
歴
代
三

宝
紀
』
巻
十
二
（
大
正
四
九
・
一
〇
五
下
〜
一
〇
六
上
）
お
よ
び
『
大
唐
内
典
録
』
巻
五
（
大
正
五
五
・
二
七
八
中
）
で
は
、「
新
合
金

光
明
経
八
巻
」
に
関
す
る
記
事
の
中
に
、
こ
こ
に
掲
げ
た
「
金
光
明
経
序
」
か
ら
の
引
用
文
が
見
え
る
。
ま
た
、『
大
周
刊
定
衆

経
目
録
』
巻
三
（
大
正
五
五
・
三
八
八
上
）
で
も
、
同
じ
く
「
新
合
金
光
明
経
八
巻
」
に
関
す
る
記
事
の
中
で
、
か
な
り
簡
潔
な

か
た
ち
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。

（
14
）
宋
元
明
三
本
に
み
え
る
「
涼
世
」
を
と
る
。

（
15
）
類
似
し
た
も
の
が
『
開
元
釈
教
録
』
巻
六
（
大
正
五
五
・
五
三
八
下
）
お
よ
び
『
貞
元
録
』
巻
九
（
大
正
五
五
・
八
三
六
中
〜
下
）
で

も
共
有
さ
れ
る
。

（
16
）
こ
こ
で
も
大
正
蔵
で
は
「
梁
世
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
、
注
14
同
様
、「
涼
世
」
と
訂
正
す
る
。

（
17
）
小
野
前
掲
書
『
仏
教
経
典
総
論
』
で
は
、
経
序
に
見
ら
れ
る
記
述
の
方
が
史
伝
・
経
録
類
に
見
ら
れ
る
も
の
よ
り
も
正
確
で
あ

る
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
特
に
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
が
正
確
な
も
の
を
反
映
し
て
い
る
か
は
現
時
点
で
は
不
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明
と
し
た
い
。

（
18
）
小
野
前
掲
書
『
仏
教
経
典
総
論
』
参
照
。
ま
た
、M

. R
adich

﹇
二
〇
一
四
﹈
で
は
、
聖
語
蔵
経
巻
の
巻
一
「
寿
量
品
」
の
一
部

も
紹
介
し
て
い
る
。

（
19
）
永
楽
南
蔵
所
収
本
で
は
、
巻
一
の
あ
と
に
「
金
光
明
経
懺
悔
滅
罪
伝
」
が
付
さ
れ
、
巻
二
の
あ
と
に
「
金
光
明
経
感
応
」、
巻

三
の
あ
と
に
「
感
応
」、
巻
四
の
あ
と
に
「
天
台
大
師
講
金
光
明
経
感
応
」
が
そ
れ
ぞ
れ
付
さ
れ
る
。「
金
光
明
経
懺
悔
滅
罪

伝
」
に
つ
い
て
は
大
正
蔵
で
も
巻
四
の
後
に
付
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
聖
語
蔵
経
巻
所
収
の
も
の
に
も
と
づ
く
。
巻
二
の
あ
と
の

「
金
光
明
経
感
応
」
は
『
高
僧
伝
』
巻
一
の
冒
頭
「
攝
摩
騰
」
に
関
す
る
記
述
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
巻
三
の
あ
と
の
「
感

応
」
は
道
宣
撰
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
巻
下
（
大
正
五
二
・
四
二
八
上
）
お
よ
び
同
撰
『
大
唐
内
典
録
』
巻
十
（
大
正
五
五
・
三

三
九
下
〜
三
四
〇
上
）
に
見
ら
れ
る
「
釈
空
蔵
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
巻
四
の
あ
と
の
「
天
台
大
師
講
金
光
明
経
感
応
」
は
、

灌
頂
撰
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』（
大
正
五
〇
・
一
九
三
下
）
に
み
え
る
記
述
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
20
）
高
麗
蔵
再
雕
本
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
大
正
蔵
に
も
収
録
さ
れ
る
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
末
尾
の
「
嘱
累
品
第
十
九
」
の
内
容

は
、
再
雕
本
や
大
正
蔵
所
収
の
『
合
部
』「
付
嘱
品
第
二
十
四
」
の
末
尾
部
分
「
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
、
従
三
昧
起
、
現
大
神

力
」
以
下
の
部
分
（
大
正
十
六
・
四
〇
一
下
〜
四
〇
二
上
）
と
ほ
ぼ
重
複
す
る
。
同
時
に
、『
合
部
』
の
右
の
部
分
は
、
大
正
蔵
（
＝

高
麗
蔵
再
雕
本
）
以
外
の
江
南
諸
蔵
や
聖
語
蔵
経
巻
に
は
欠
け
て
お
り
、
曇
無
讖
訳
の
「
嘱
累
品
」
と
相
似
し
た
伝
存
状
況
で
あ

る
。
そ
の
両
経
に
共
通
す
る
記
述
の
来
歴
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

（
21
）
宋
代
の
中
国
天
台
宗
に
お
け
る
『
金
光
明
経
』
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
林
鳴
宇
『
宋
代
天
台
教
学
の
研
究
―
「
金
光
明
経
」

の
研
究
史
を
中
心
と
し
て
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
三
年
）
が
詳
し
い
。

（
22
）
た
だ
し
、
高
麗
蔵
初
雕
本
・
再
雕
本
所
収
の
『
貞
元
録
』
巻
三
十
で
は
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
に
つ
い
て
「
不
入
蔵
」
と
す
る
記

述
に
は
な
ぜ
か
含
ま
れ
て
な
い
。
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「
金
光
明
経
七
巻
〓

或
六
巻　

二
十
二
品

右
二
部
一
十
巻
（
?
）
、
与
蔵
中
八
巻
者
文
句
不
異
。
其
八
巻
本
、
品
数
備
足
、
故
留
入
蔵
、
此
二
皆
闕
、
故
不
存
之
。

其
八
巻
本
有
二
十
四
品
」

な
お
、
日
本
で
書
写
さ
れ
た
『
貞
元
録
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
23
）
日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
て
間
も
な
く
、
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』
四
巻
本
が
伝
わ
り
、
そ
れ
ら
が
広
く
流
布
し
た
よ
う
だ
が
、

や
が
て
『
最
勝
王
経
』
が
伝
わ
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
国
分
寺
が
諸
国
に
建
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
や
が
て
、
宮
中
で
は

同
経
を
も
ち
い
た
「
最
勝
会
」
が
年
中
行
事
と
さ
れ
、『
最
勝
王
経
』
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
六
国

史
の
な
か
に
は
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
が
継
続
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
伝
わ
る
。
例
え
ば
、『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
九
の
嘉

祥
二
年
（
八
四
九
）
五
月
戊
辰
（
十
五
日
）
に
は
清
凉
殿
で
『
金
光
明
経
』
四
巻
本
が
講
じ
ら
れ
、
夜
に
は
礼
懺
が
行
わ
れ
た
記

述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
日
本
三
代
実
録
』
巻
四
十
九
の
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
四
月
三
日
に
は
、
同
じ
く
『
金
光
明
経
』
四
巻

本
が
転
じ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
須
藤
弘
敏
『
法
華
経
写
経
と
そ
の
荘
厳
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
一
三
〇
頁
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
史
料
に
残
る
平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
金
字
写
経
に
つ
い
て
は
、
曇
無
讖
訳
四
巻
本
『
金
光
明
経
』
の
ほ

う
が
、『
最
勝
王
経
』
よ
り
も
多
く
書
写
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
「
目
無
経
」
と
呼
ば
れ
る
経
巻
群
中
の

『
金
光
明
経
』
も
曇
無
讖
訳
四
巻
本
で
あ
り
、
中
世
初
期
ま
で
同
本
が
書
写
に
用
い
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
24
）
大
正
蔵
で
は
「
百
」
と
す
る
が
「
白
」、
す
な
わ
ち
「
白
延
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
両
支
・
両
竺
・
一
白
」

と
い
う
の
は
、
支
婁
迦
讖
と
支
謙
（
両
支
）
、
竺
法
護
と
竺
叔
蘭
（
両
竺
）
、
そ
し
て
白
延
の
こ
と
で
あ
る
。『
出
三
蔵
記
集
』
巻

二
（
大
正
五
五
・
一
四
上
）
参
照
。

（
25
）
先
に
引
用
し
た
真
諦
訳
本
の
経
序
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
こ
の
部
分
ま
で
の
記
述
が
確
認
で
き
、
こ
こ
ま
で
が
同
経
序
か
ら
の
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引
用
と
み
ら
れ
る
。

（
26
）
こ
れ
ら
『
合
首
楞
嚴
〔
三
昧
〕
経
』
と
『
合
維
摩
詰
経
』
は
現
在
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
残
さ
れ
た
経
序

の
記
述
（『
出
三
蔵
記
集
』
巻
七
・
八
所
収
）
か
ら
は
、
船
山
前
掲
書
『
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か
』
一
六
二
頁
で
も
解
説
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
、
全
訳
本
数
種
を
比
較
対
照
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、『
合
部
』
の
よ
う
に
、
複

数
の
訳
者
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
、
い
く
つ
か
の
部
分
を
接
合
し
て
、
ひ
と
つ
の
典
籍
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
は
異
な

る
よ
う
で
あ
る
。

（
27
）M

. R
adich

﹇
二
〇
一
四
﹈
参
照
。
ち
な
み
に
、
高
麗
蔵
初
雕
本
所
収
の
『
合
部
』
巻
一
で
は
、
各
所
に
訳
者
名
は
記
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
や
は
り
、
再
雕
本
編
纂
の
過
程
で
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
28
）
具
体
的
に
は
、『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
十
二
（
大
正
四
九
・
一
〇
四
上
）
、『
大
唐
内
典
録
』
巻
五
（
大
正
五
五
・
二
七
六
中
）
、『
大
周

録
』
巻
三
（
大
正
五
五
・
三
八
八
中
）
、『
開
元
録
』
巻
七
（
大
正
五
五
・
五
四
八
中
）
、『
貞
元
録
』
巻
十
（
大
正
五
五
・
八
四
六
下
）
に

「
金
光
明
経
嘱
累
品
銀
主
品
合
一
巻
」
あ
る
い
は
「
金
光
明
経
銀
主
陀
羅
尼
品
嘱
累
品
一
卷
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
29
）
こ
こ
の
「
那
」
は
正
し
く
は
「
耶
」
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

（
30
）
具
体
的
に
は
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
「
訳
経
篇　

義
浄
伝
」（
大
正
五
〇
・
七
一
〇
中
以
下
）
。

（
31
）
鵜
飼
徹
定
『
譯
塲
列
位
』
に
つ
い
て
は
明
治
期
以
降
に
も
何
度
か
再
版
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
の
刊
行
本
に
つ
い
て
は
非
売
品

で
あ
る
た
め
に
入
手
が
難
し
い
が
、
そ
の
精
細
な
画
像
が
、
現
在
「
佛
教
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
佛
教
大

学
図
書
館
所
蔵
・
貴
重
書
等
ア
ー
カ
イ
ブ
」（https://bird.bukkyo-u.ac.jp/collections/titles/yakujoretsui/

、
最
終
閲
覧
二
〇
二
〇
年
十

一
月
三
十
日
）
に
て
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
、
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
つ
い
て
は
、『
国
宝　

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝

王
経　

天
平
宝
字
六
年
百
済
豊
虫
願
経
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
、
高
精
細
な
写
真
版
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）
壬
生
台
舜
『
金
光
明
経
』（
仏
典
講
座
十
三
、
大
蔵
出
版
、
一
九
八
七
年
）
お
よ
び
日
野
前
掲
書
で
は
、
敦
煌
写
本
の
ス
タ
イ
ン
将
来
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本O
r. 8210/S. 523 

と
ペ
リ
オ
将
来
本P. 2585

を
用
い
て
い
る
。

（
33
）
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
「
国
分
寺
経
」（
国
宝
）
は
、
も
と
は
備
後
の
国
分
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
十
巻
全
て
を
具
備
す

る
。「
奈
良
国
立
博
物
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://w

w
w

.narahaku.go.jp/collection/759-0.htm
l

、
最
終
閲
覧
二
〇
二
〇
年
十

一
月
三
十
日
）
に
て
、
そ
の
全
巻
の
画
像
が
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
の
筑
前
黒
田
家
旧
蔵
と
さ
れ
る
、
同

じ
く
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
十
（
重
要
文
化
財
）
の
巻
末
に
も
、「
国
分
寺
経
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
訳
場
列
位
が
記
さ
れ
る
。

『
時
代
の
美
―
五
島
美
術
館
・
大
東
京
記
念
文
庫
の
精
華
―
第
一
部 

奈
良
・
平
安
編
』（
五
島
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
）
十
九
頁

参
照
。

（
34
）
他
の
義
浄
訳
の
う
ち
、
大
正
蔵
で
は
、『
根
本
説
一
切
有
部
尼
陀
那
』
巻
第
一
（
大
正
一
四
五
二
番
）
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈

耶
尼
陀
那
目
得
迦
摂
頌
』（
大
正
一
四
五
六
番
）
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
摂
頌
』（
大
正
一
四
五
七
番
）
、『
成
唯
識
宝
生

論
』（
大
正
一
五
九
一
番
）
に
は
、
訳
場
列
位
を
伝
え
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
宋
本
や
元
本
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
高
麗
蔵
再
雕

本
に
は
そ
れ
ら
の
訳
場
列
位
は
含
ま
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
み
や
ざ
き　

て
ん
し
ょ
う
・
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員
（
准
教
授
））


